
　

米
高
官
は
日
韓
対
立
に
つ

い
て
「
初
め
て
起
き
た
こ
と

で
は
な
い
」と
し
な
が
ら
も
、

非
核
化
を
巡
る
米
朝
協
議
再

開
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
を

念
頭
に
「
今
回
は
時
期
が
悪

い
。
わ
れ
わ
れ
は
速
や
か
に

こ
れ
を
乗
り
越
え
る
必
要
が

あ
る
。（
日
韓
は
）
新
た
な

追
加
措
置
を
取
る
べ
き
で
は

な
い
」
と
訴
え
た
。

　

さ
ら
に
「
米
国
は
仲
裁
、

仲
介
に
関
心
は
な
い
」
と
し

つ
つ
も
「
北
朝
鮮
に
対
す
る

共
同
戦
線
が
機
能
し
な
く
な

れ
ば
、
非
核
化
を
促
す
こ
と

が
困
難
に
な
る
」
と
述
べ
、

日
韓
が
大
局
的
な
観
点
に

立
っ
て
対
立
を
解
消
す
る
こ

と
に
強
い
期
待
を
示
し
た
。

　

別
の
高
官
は
、
北
朝
鮮
側

が
「
後
ろ
向
き
」
な
た
め
米

朝
実
務
協
議
の
日
程
な
ど

の
見
通
し
が
立
っ
て
い
な
い

と
認
め
る
一
方
、
ト
ラ
ン

プ
大
統
領
や
ビ
ー
ガ
ン
北
朝

鮮
担
当
特
別
代
表
な
ど
複
数

の
レ
ベ
ル
で
北
朝
鮮
と
の
や

り
と
り
が
続
い
て
い
る
と
述

べ
た
。
北
朝
鮮
に
よ
る
短
距

離
ミ
サ
イ
ル
発
射
に
つ
い
て

は
「
大
き
な
過
ち
で
、
北
朝

鮮
自
身
に
損
害
を
与
え
る
も

の
だ
」
と
指
摘
、
挑
発
を
や

め
て
交
渉
に
戻
る
よ
う
促
し

た
。

「
感
情
的
問
題
」
解
決
促
す

米
、
日
韓
に
自
制
要
求

軍
事
情
報
協
定
破
棄
を
警
戒

Ｎ
Ｅ
Ｃ
が
公
開
し
た
「
空
飛
ぶ

車
」
試
作
機
の
浮
上
実
験
＝
５

日
、千
葉
県
我
孫
子
市
（
共
同
）

　

韓
国
で
は
日
本
の
輸
出
規

制
強
化
に
対
抗
し
、
同
協
定

破
棄
を
ち
ら
つ
か
せ
る
発

言
が
出
て
い
る
。
米
側
は
歴

史
問
題
が
絡
む
日
韓
対
立
に

関
与
す
る
こ
と
に
は
消
極
的

だ
っ
た
が
、
協
定
が
破
棄
さ

れ
れ
ば
、
米
国
の
同
盟
国
で

あ
る
日
韓
間
で
軍
事
上
の
機

密
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
り
、
短
距
離
弾

道
ミ
サ
イ
ル
な
ど
の
発
射
を

繰
り
返
す
北
朝
鮮
対
応
を
含

む
北
東
ア
ジ
ア
の
安
全
保
障

を
巡
る
日
米
韓
連
携
に
支
障

を
来
し
か
ね
な
い
と
懸
念
を

強
め
て
い
る
。

　
【
バ
ン
コ
ク
共
同
＝
竹
本

篤
史
】
米
国
務
省
高
官
は
２

日
、
バ
ン
コ
ク
で
記
者
団
の

取
材
に
応
じ
、
今
月
下
旬
に

更
新
の
可
否
を
判
断
す
る
期

限
を
迎
え
る
日
韓
の
軍
事
情

報
包
括
保
護
協
定
（
Ｇ
Ｓ
Ｏ

Ｍ
Ｉ
Ａ
）
に
つ
い
て
、
破
棄

さ
れ
れ
ば
「
米
国
の
安
全
保

障
上
の
利
益
も
危
険
に
さ
ら

さ
れ
る
」
と
日
韓
両
政
府
に

自
制
を
求
め
た
。
両
国
間
の

対
立
が
先
鋭
化
し
て
い
る
の

は
双
方
が
抱
え
る
「
感
情
的

な
問
題
」
と
も
指
摘
、
手
遅

れ
に
な
ら
な
い
よ
う
早
急
な

解
決
を
促
し
た
。

Ｎ
Ｅ
Ｃ
が
空
飛

ぶ
車
浮
上
実
験

２
３
年
の
実
用
化
目
指
す

ト
ラ
ン
プ
氏
、
非
核
化
優
先

　
【
ワ
シ
ン
ト
ン
共
同
＝
仲
井
大
祐
】
ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
が
５
月
以
降
の
北
朝
鮮
に
よ
る
短
距
離
弾
道
ミ
サ
イ
ル

発
射
に
つ
い
て
、
停
滞
す
る
非
核
化
協
議
に
北
朝
鮮
を
つ
な
ぎ
留
め
る
た
め
容
認
す
る
と
の
考
え
を
安
倍
晋
三
首

相
に
直
接
伝
達
、
理
解
を
求
め
て
い
た
こ
と
が
３
日
、
分
か
っ
た
。
日
米
外
交
筋
が
明
ら
か
に
し
た
。
短
距
離
ミ

サ
イ
ル
発
射
を
非
難
す
れ
ば
北
朝
鮮
の
強
い
反
発
を
招
き
、
米
朝
関
係
が
破
綻
す
る
と
危
機
感
を
示
し
た
と
い
う
。

短
距
離
容
認
を
首
相
に
伝
達

北
朝
鮮
ミ
サ
イ
ル
発
射

核
・
長
距
離
ミ
サ
イ
ル
の
実

験
を
再
開
す
れ
ば
、
金
正
恩

朝
鮮
労
働
党
委
員
長
と
の
親

密
な
関
係
を
ア
ピ
ー
ル
し
て

き
た
姿
勢
に
批
判
が
集
中
す

る
恐
れ
が
あ
る
。
ト
ラ
ン
プ

氏
は
米
国
に
直
接
の
脅
威
を

与
え
な
い
短
距
離
ミ
サ
イ
ル

を
容
認
す
る
こ
と
で
、
北
朝

鮮
に
「
一
定
の
余
地
」（
外

交
筋
）
を
与
え
、
追
い
込
ま

な
い
考
え
と
み
ら
れ
る
。

　

北
朝
鮮
は
７
月
２
５
日
以

降
も
１
週
間
余
り
で
短
距
離

弾
道
ミ
サ
イ
ル
な
ど
を
３
度

発
射
し
た
が
、
ト
ラ
ン
プ
氏

は
「（
北
朝
鮮
情
勢
は
）
十

分
に
制
御
で
き
て
い
る
」
な

ど
と
述
べ
、
問
題
視
し
な
い

（１） ２０１９年第５２９８号  ８月 ６日 （火曜日）

わ
り
、
北
朝
鮮
が
短
距
離
ミ

サ
イ
ル
を
発
射
し
た
５
月
以

降
、
こ
う
し
た
考
え
を
安
倍

氏
に
説
明
。「
首
の
皮
一
枚

で
つ
な
が
っ
て
い
る
米
朝
関

係
が
決
裂
し
か
ね
な
い
」
な

ど
と
語
っ
た
と
い
う
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
は
来
年
の
大

統
領
選
を
に
ら
み
、
核
実
験

や
長
距
離
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の

発
射
実
験
を
北
朝
鮮
が
中
止

し
、
緊
張
が
緩
和
し
た
こ
と

を
外
交
成
果
と
し
て
誇
示
し

て
き
た
。

　

経
済
制
裁
解
除
の
対
米
要

求
が
受
け
入
れ
ら
れ
ず
、
不

満
を
募
ら
せ
る
北
朝
鮮
が

　

短
距
離
を
含
む
全
て
の
弾

道
ミ
サ
イ
ル
の
発
射
中
止
を

訴
え
て
き
た
安
倍
氏
に
同
調

を
求
め
た
可
能
性
が
あ
る
。

日
朝
首
脳
会
談
実
現
に
向
け

て
米
政
権
と
の
協
力
強
化
に

軸
足
を
置
く
日
本
政
府
は
、

ト
ラ
ン
プ
氏
の
姿
勢
を
黙
認

し
て
い
る
が
、
日
本
を
射
程

内
と
す
る
ミ
サ
イ
ル
の
保
有

容
認
に
も
つ
な
が
り
か
ね
な

い
だ
け
に
、
困
難
な
対
応
を

迫
ら
れ
て
い
る
。

　

外
交
筋
に
よ
る
と
、
ト
ラ

ン
プ
氏
は
、
２
月
に
ベ
ト
ナ

ム
・
ハ
ノ
イ
で
開
か
れ
た

米
朝
首
脳
会
談
が
不
調
に
終

モ
ー
タ
ー
で
動
き
、
全
長
約

３
・９
メ
ー
ト
ル
、
幅
約
３
・

７
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
約
１
・

３
メ
ー
ト
ル
。
炭
素
繊
維
の

採
用
で
軽
量
化
し
、
重
量
を

１
４
８
キ
ロ
に
抑
え
た
。
千

葉
県
我
孫
子
市
の
事
業
所
内

で
の
実
験
で
は
、
高
さ
約
３

メ
ー
ト
ル
ま
で
浮
き
上
が
っ

て
空
中
を
数
分
間
漂
っ
た

後
、元
の
位
置
に
着
陸
し
た
。

　

Ｎ
Ｅ
Ｃ
の
将
来
の
狙
い

は
、
空
飛
ぶ
車
の
機
体
自
体

の
製
造
で
は
な
く
、
交
通
管

制
や
無
線
通
信
、
サ
イ
バ
ー

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
と
い
っ
た

「
管
理
基
盤
を
開
発
す
る
」

（
幹
部
）
こ
と
だ
と
い
う
。

　

機
体
の
開
発
は
、
若
手
技

術
者
で
つ
く
る
有
志
団
体

「
Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
」

（
カ
ー
テ
ィ
ベ
ー
タ
ー
、
東

京
）
が
主
に
担
っ
て
お
り
、

Ｎ
Ｅ
Ｃ
は
ト
ヨ
タ
自
動
車
な

ど
他
の
ス
ポ
ン
サ
ー
企
業
と

と
も
に
、
同
団
体
の
機
体
開

発
も
支
援
す
る
方
針
。

　

空
飛
ぶ
車
の
実
現
に
向
け

て
は
、
官
民
協
議
会
が
工
程

表
に
基
づ
き
、
技
術
開
発
や

法
整
備
な
ど
の
検
討
を
進
め

て
い
る
。

　
【
共
同
】
Ｎ
Ｅ
Ｃ
は
５
日
、

人
や
モ
ノ
を
乗
せ
て
空
を
移

動
す
る
「
空
飛
ぶ
車
」
の
試

作
機
に
よ
る
浮
上
実
験
を
行

い
、
報
道
陣
に
公
開
し
た
。

試
作
機
を
使
っ
て
自
律
飛
行

や
位
置
把
握
な
ど
の
技
術
を

検
証
。
政
府
が
設
け
た
官
民

協
議
会
と
歩
調
を
合
わ
せ
て

２
０
２
３
年
に
、
ま
ず
物

流
輸
送
で
の
実
用
化
を
目
指

す
。

　

試
作
機
は
バ
ッ
テ
リ
ー
と

姿
勢
を
示
し
て
い
る
。



誕
生
月
別
に
異
な
る
支
払
い
日

タ
は
世
界
中
か
ら
ア
ク
セ
ス

可
能
で
、
改
ざ
ん
や
隠
蔽
の

余
地
は
な
い
事
を
明
言
。
Ｉ

ｎ
ｐ
ｅ
の
デ
ー
タ
は
、
Ｄ
Ｅ

Ｔ
Ｅ
Ｒ
と
呼
ば
れ
る
森
林
伐

採
管
理
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
も

の
で
、
観
測
衛
星
か
ら
の
情

報
は
逐
次
、
国
立
再
生
可
能

天
然
資
源
・
環
境
院
（
Ｉ
ｂ

ａ
ｍ
ａ
）
に
送
ら
れ
る
。
情

報
の
信
憑
性
は
、
ポ
ン
テ
ス

科
技
相
や
国
内
外
の
科
学
調

査
機
関
も
認
め
て
い
る
。

　

大
統
領
の
批
判
に
つ
い
て

は
ポ
ン
テ
ス
科
技
相
も
首
を

傾
げ
て
い
た
が
、
そ
の
後
、

７
月
２
６
日
現
在
の
森
林
伐

採
は
昨
年
同
月
比
２
１
２
％

増
と
の
情
報
や
、
１
８
年
８

月
〜
今
年
７
月
３
１
日
の

伐
採
面
積
は
前
年
同
期
比
で

４
０
％
増
と
い
っ
た
情
報
が

流
れ
、
大
統
領
を
刺
激
し
た
。

　

リ
カ
ル
ド
・
サ
レ
ス
環
境

相
は
１
日
、
法
定
ア
マ
ゾ
ン

の
森
林
伐
採
は
増
加
傾
向

に
あ
る
も
の
の
、
Ｉ
ｎ
ｐ
ｅ

の
デ
ー
タ
に
は
以
前
に
伐
採

さ
れ
た
分
も
混
じ
り
、
二

重
に
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
て
い
た

と
発
表
。
環
境
相
は
、「
Ｉ

　
【
既
報
関
連
】
連
邦
貯
蓄
銀
行
（
Ｃ
ａ
ｉ
ｘ
ａ
）
が
５
日
に
、
勤
続
期
間
保
障
基

金
（
Ｆ
Ｇ
Ｔ
Ｓ
）
か
ら
の
引
き
出
し
日
程
を
発
表
し
た
と
同
日
付
Ｇ
１
サ
イ
ト
な

ど
が
報
じ
た
。
こ
れ
は
連
邦
政
府
が
７
月
下
旬
に
打
ち
出
し
て
い
た
も
の
で
、本
来
、

退
職
金
と
し
て
積
み
立
て
て
お
く
資
金
を
、
各
口
座
に
つ
き
５
０
０
レ
ア
ル
を
上

限
と
し
て
引
き
出
し
を
認
め
、消
費
に
回
さ
せ
て
、経
済
を
活
性
化
さ
せ
る
狙
い
だ
。

持
つ
人
が
一
斉
に
引
き
出
し

を
行
っ
て
混
乱
が
発
生
し
な

い
よ
う
、
引
き
出
し
開
始
日

は
、
誕
生
月
ご
と
に
定
め
ら

れ
て
い
る
。

　

Ｃ
ａ
ｉ
ｘ
ａ
に
口
座
が
あ

る
場
合
、
誕
生
月
が
１
〜
４

月
な
ら
９
月
１
３
日
、
５
〜

８
月
な
ら
９
月
２
７
日
、
９

〜
１
２
月
な
ら
１
０
月
９
日

に
そ
れ
ぞ
れ
入
金
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
Ｃ
ａ
ｉ
ｘ
ａ
に
口

座
を
持
た
な
い
人
の
引
き
出

し
開
始
日
は
、
１
月
生
ま
れ

は
１
０
月
１
８
日
（
以
下
、

〜
月
は
〜
日
と
表
記
）、
２

月
は
１
０
月
２
５
日
、
３

月
は
１
１
月
８
日
、
４
月
は

１
１
月
２
２
日
、
５
月
は

１
２
月
６
日
、
６
月
は
１
２

月
１
８
日
、
７
月
は
２
０
年

１
月
１
０
日
、
８
月
は
１

月
１
７
日
、
９
月
は
１
月

２
４
日
、
１
０
月
は
２
月
７

日
、
１
１
月
は
２
月
１
４
日
、

１
２
月
は
３
月
６
日
と
な
っ

て
い
る
。
引
き
出
し
は
２
０

年
３
月
３
１
日
ま
で
可
能

だ
。

　

５
日
朝
、
中
銀
が
毎
週
月

曜
日
に
出
し
て
い
る
経
済
指

標
動
向
予
測
集
フ
ォ
ー
カ
ス

が
発
表
さ
れ
、
年
末
の
経
済

基
本
金
利
（
Ｓ
ｅ
ｌ
ｉ
ｃ
）

の
見
通
し
が
、
先
週
ま
で
の

５
・
５
０
％
か
ら
５
・
２
５
％

に
下
が
っ
た
。
フ
ォ
ー
カ
ス

は
中
銀
の
予
測
で
は
な
く
、

１
０
０
以
上
の
金
融
機
関
に

企
業
が
支
払
い
を
怠
っ

て
い
る
場
合
の
対
処
法

　

企
業
は
正
規
雇
用
の
労

働
者
の
た
め
に
Ｆ
Ｇ
Ｔ
Ｓ

を
積
み
立
て
る
義
務
が
あ
る

が
、
そ
の
義
務
を
怠
っ
て
い

る
場
合
が
あ
る
。
２
日
付

Ｇ
１
サ
イ
ト
は
、「
既
に
倒

産
し
て
い
る
会
社
も
含
め
、

２
２
万
５
千
社
が
、
延
べ

８
０
０
万
人
分
の
積
み
立
て

を
怠
っ
て
い
る
」
と
報
じ
て
い

る
。

　

こ
の
場
合
、
労
働
者
は
、

「
人
事
部
に
遅
れ
て
い
る
積

み
立
て
を
要
請
す
る
」「
就
労

を
続
け
、
会
社
に
支
払
い
を

求
め
る
訴
訟
を
起
こ
す
」「
契

約
不
履
行
が
あ
る
と
し
て
退

最
短
で
９
月
１
３
日
か
ら

ｎ
ｐ
ｅ
の
デ
ー
タ
は
国
の
イ

メ
ー
ジ
を
著
し
く
傷
つ
け
る
」

「
デ
ー
タ
が
正
し
く
て
も
、

伐
採
増
加
は
内
部
で
話
し
合

い
、
解
決
で
き
る
問
題
」
と

語
っ
た
が
、
科
学
者
達
は
疑

問
を
呈
し
て
い
る
。

　

会
見
に
は
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ

大
統
領
と
エ
ル
ネ
ス
ト
・
ア

ラ
ウ
ー
ジ
ョ
外
相
、
ア
ウ
グ

ス
ト
・
エ
レ
ノ
大
統
領
府
安

全
保
障
室
長
も
同
席
し
た
。

ソ
ナ
ロ
大
統
領
に
よ
る
Ｉ
ｎ

ｐ
ｅ
や
ガ
ウ
ヴ
ァ
ン
氏
に
対

す
る
批
判
が
原
因
だ
。

　

大
統
領
は
、
６
月
の
ア

マ
ゾ
ン
の
森
林
伐
採
面
積
は

９
２
０
・
４
平
方
キ
ロ
で
昨

年
同
月
比
８
８
％
増
と
の
報

告
は
「
昨
年
同
月
の
デ
ー
タ

と
酷
似
」
し
て
お
り
、
Ｉ
ｎ

ｐ
ｅ
は
ま
る
で
、
ど
こ
か
の

非
政
府
団
体
の
出
先
機
関
の

よ
う
だ
と
も
語
っ
た
。

　

だ
が
、
ガ
ウ
ヴ
ァ
ン
氏
は

２
０
日
、
Ｉ
ｎ
ｐ
ｅ
の
デ
ー

　
【
既
報
関
連
】
国
立
宇
宙

研
究
所
（
Ｉ
ｎ
ｐ
ｅ
）
が
６

月
の
法
定
ア
マ
ゾ
ン
の
森
林

伐
採
に
関
す
る
デ
ー
タ
公
表

後
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
か

ら
批
判
さ
れ
、
反
論
し
て
い

た
Ｉ
ｎ
ｐ
ｅ
所
長
が
解
任
さ

れ
た
と
２
、３
日
付
伯
字
紙
、

サ
イ
ト
が
報
じ
た
。

　

科
学
技
術
省
傘
下
の
研
究

機
関
で
あ
る
Ｉ
ｎ
ｐ
ｅ
の
所

長
リ
カ
ル
ド
・
ガ
ウ
ヴ
ァ
ン

氏
の
解
任
は
、
マ
ル
コ
ス
・

ポ
ン
テ
ス
科
学
技
術
相
と
の

会
談
後
に
本
人
が
明
ら
か
に

し
た
。
同
解
任
劇
は
、
７
月

１
９
日
に
始
ま
っ
た
、
ボ
ウ

伐
採
情
報
の
公
開
気
に
入
ら
ず

Ｇ
Ｄ
Ｐ
０
・
２
％
Ｐ
下
方
修
正

Ｃ
ｏ
ａ
ｆ
議
長
の
更
迭
も
示
唆

　

１
９
日
以
降
、
ガ
ウ
ヴ
ァ

ン
氏
の
業
績
や
人
柄
を
知
る

国
内
外
の
科
学
者
は
皆
、
同

氏
の
功
績
や
、
情
報
の
透
明

性
を
擁
護
し
、
真
実
を
伝
え

よ
う
と
す
る
姿
勢
を
賞
賛
。

同
氏
解
任
は
国
際
社
会
か
ら

も
批
判
を
浴
び
、
伯
国
の
イ

メ
ー
ジ
を
損
な
う
と
の
声
も

出
て
い
る
が
、
大
統
領
は
自

分
や
家
族
に
た
て
つ
く
者
を

切
る
姿
勢
を
強
め
て
い
る
。

　

こ
の
姿
勢
は
、
パ
ウ
ロ
・

ゲ
デ
ス
経
済
相
に
圧
力
を
か

け
、
金
融
活
動
管
理
審
議
会

（
Ｃ
ｏ
ａ
ｆ
）
議
長
を
更
迭

さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
事
に

も
見
え
る
。
同
議
長
は
、
大

統
領
長
男
フ
ラ
ヴ
ィ
オ
氏
を

巡
る
疑
惑
捜
査
に
関
し
、
ジ

ア
ス
・
ト
フ
ォ
リ
最
高
裁
長

官
が
出
し
た
、
裁
判
所
の
許

可
を
得
ず
に
Ｃ
ｏ
ａ
ｆ
の
情

報
を
使
っ
た
捜
査
は
中
止
と

の
判
断
を
批
判
し
て
い
た
。

務
し
て
い
な
い
会
社
で
作
ら

れ
た
休
眠
口
座
が
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
Ｆ
Ｇ
Ｔ
Ｓ
引

き
出
し
解
禁
措
置
は
休
眠
口

座
に
限
ら
れ
て
い
た
が
、
今

回
は
稼
働
中
の
口
座
か
ら
も

最
大
５
０
０
レ
ア
ル
ま
で
引

き
出
せ
る
。

　

Ｆ
Ｇ
Ｔ
Ｓ
は
連
邦
貯
蓄
銀

行
（
Ｃ
ａ
ｉ
ｘ
ａ
）
が
扱
っ

て
お
り 

、
Ｃ
ａ
ｉ
ｘ
ａ
に

口
座
を
開
い
て
い
る
人
に
は
、

該
当
す
る
金
額
が
自
動
的
に

入
金
さ
れ
る
。
Ｃ
ａ
ｉ
ｘ
ａ

は
、
３
３
０
０
万
人
の
労
働

者
が
、
自
動
的
に
入
金
を
受

け
ら
れ
る
と
し
て
い
る
。

　

Ｃ
ａ
ｉ
ｘ
ａ
に
口
座
が
あ

る
人
は
９
月
１
３
日
以
降
、

自
動
的
に
口
座
に
入
金
さ
れ

る
が
、
Ｃ
ａ
ｉ
ｘ
ａ
に
口
座

を
持
っ
て
い
な
い
人
の
引
き
出

し
は
１
０
月
１
８
日
以
降
と

な
る
。
引
き
出
し
の
権
利
を

科学者としての立場を貫こうとして解任されたガウヴァン氏
（Divulgação / Inpe）

Ｃａｉｘａのペドロ・ギマラエス頭取
（Marcelo Camargo/Ag. Brasil）

鉱 業

社
し
、
会
社
か
ら
違
約
金
を

取
り
立
て
る
」「
退
社
後
に
Ｆ

Ｇ
Ｔ
Ｓ
が
払
わ
れ
て
な
か
っ

た
こ
と
が
分
か
っ
た
場
合
は
、

支
払
い
を
求
め
て
訴
訟
を
起

こ
す
」
な
ど
の
手
段
を
と
る

こ
と
が
出
来
る
。

ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
そ
の

結
果
を
ま
と
め
た
も
の
だ
。

Ｓ
ｅ
ｌ
ｉ
ｃ
を
決
め
る
の
は

中
銀
通
貨
政
策
委
員
会
（
Ｃ

ｏ
ｐ
ｏ
ｍ
）
だ
か
ら
、フ
ォ
ー

カ
ス
の
Ｓ
ｅ
ｌ
ｉ
ｃ
予
測
が

下
が
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
金

融
機
関
が
中
銀
に
「
Ｓ
ｅ
ｌ

ｉ
ｃ
を
も
っ
と
下
げ
て
」
と

要
請
し
た
に
等
し
い
。
Ｓ

ｅ
ｌ
ｉ
ｃ
は
先
週
、
６
・

５
０
％
か
ら
６
％
に
下
が
っ

た
ば
か
り
。
通
貨
政
策
委
員

会
は
年
内
あ
と
３
回
だ
が
、

さ
ら
に
０
・７
５
％
ポ
イ
ン
ト

も
下
が
る
か
。

　
　
　
　
　

◎

　

ペ
ト
ロ
ブ
ラ
ス
は
２
日
、

家
庭
用
１
３
キ
ロ
ガ
ス
ボ
ン

ベ
（
ボ
チ
ジ
ョ
ン
）
を
ガ
ス

ボ
ン
ベ
供
給
業
者
へ
の
売
り

渡
す
際
の
価
格
を
５
日
か
ら

８
・
１
７
％
下
げ
る
と
発
表

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
消
費

者
価
格
は
６
・
５
〜
１
２
％

下
が
る
と
予
想
さ
れ
て
い

る
。
２
日
ま
で
の
ボ
チ
ジ
ョ

ン
の
業
者
へ
の
卸
価
格
は

２
６
・
２
レ
ア
ル
で
、
５
日

か
ら
は
２
４
・
０
６
レ
（
税

抜
き
）
と
な
っ
た
。
聖
州
で

は
、
７
月
末
時
点
で
の
ボ
チ

ジ
ョ
ン
の
平
均
小
売
価
格
は

６
６
・
５
９
レ
で
、
最
高
価

格
は
９
０
レ
だ
っ
た
。

　
　
　
　
　

◎

　

サ
ン
パ
ウ
ロ
Ｆ
Ｃ
は
先
週

末
、
サ
ッ
カ
ー
の
コ
パ
・
ア

メ
リ
カ
で
Ｍ
Ｖ
Ｐ
に
輝
い
た

セ
レ
ソ
ン
の
右
サ
イ
ド
バ
ッ

ク
、
ダ
ニ
・
ア
ウ
ヴ
ェ
ス
と

２
０
２
２
年
末
ま
で
の
契
約

を
交
わ
し
た
と
発
表
し
た
。

以
前
か
ら
サ
ン
パ
ウ
ロ
Ｆ
Ｃ

の
フ
ァ
ン
だ
と
公
言
し
て
き

た
ダ
ニ
。
プ
ロ
と
し
て
最
多

の
、
公
式
大
会
優
勝
回
数

４
０
の
記
録
を
持
つ
彼
が
、

２
０
１
２
年
以
来
、
公
式
大

会
で
の
優
勝
か
ら
見
放
さ
れ

て
い
る
サ
ン
パ
ウ
ロ
Ｆ
Ｃ
に
優

勝
を
も
た
ら
せ
る
か
。

　

今
年
上
半
期
に
聖
州
で
勤

務
中
の
軍
警
に
殺
さ
れ
た
人
の
数
は
３
５
８
人
で
、
昨
年

上
半
期
の
３
２
１
人
と
比
較

し
て
１
１
・
５
％
増
加
し
た

と
、
５
日
付
フ
ォ
ー
リ
ャ
紙

が
報
じ
た
。

　

ま
た
、
５
６
人
が
、
非
番

（
勤
務
外
）
の
軍
警
の
手
に

よ
り
命
を
落
と
し
た
。
ま
た
、

勤
務
中
、
勤
務
外
を
問
わ
ず
、

軍
警
の
死
者
数
は
４
２
％
減

少
し
て
い
る
。

　

最
も
死
者
を
増
加
さ
せ
た

は
、
４
月
４
日
に
グ
ア
ラ
レ

マ
市
で
軍
警
の
巡
回
機
動
隊

（
Ｒ
ｏ
ｔ
ａ
）
が
行
っ
た
作

戦
だ
。
こ
の
作
戦
で
は
１
１

人
が
死
亡
し
た
が
、
軍
警
側

の
死
傷
者
は
ゼ
ロ
だ
っ
た
。

ジ
ョ
ア
ン
・
ド
リ
ア
聖
州
知
事

（
Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
・
民
主
社
会
党
）

は
、
こ
の
時
の
軍
警
の
行
動

を
賞
賛
し
て
い
る
。

　

軍
警
に
殺
害
さ
れ
た
の
は
、

罪
を
犯
し
て
軍
警
か
ら
逃
亡

し
て
い
た
と
こ
ろ
を
撃
た
れ

た
、
ま
た
は
軍
警
と
銃
撃
戦

に
な
り
死
亡
し
た
ケ
ー
ス
だ

け
で
は
な
く
、
兄
弟
が
軍
警

に
取
調
べ
を
受
け
て
い
る
の

を
自
宅
前
で
遠
目
に
見
て
い

た
だ
け
な
の
に
撃
た
れ
た
事

例
も
あ
る
。

　

ま
た
、
上
半
期
の
軍
警
の

死
者
は
、
昨
年
の
２
４
人
か

ら
１
４
人
に
減
少
。
他
方
、

市
警
に
よ
る
死
者
は
１
８
人

が
１
２
人
に
減
少
し
た
。

　

聖
州
保
安
局
は
、
州
内
で

は
パ
ト
ロ
ー
ル
や
麻
薬
の
押

収
、
密
売
容
疑
者
の
逮
捕
を

強
化
し
て
お
り
、
警
官
が
直

接
容
疑
者
を
殺
害
す
る
例
が

減
る
よ
う
に
、
警
官
に
よ
る

死
亡
事
件
は
全
て
、
厳
密
に

調
査
し
て
い
る
と
し
た
。

　

同
保
安
局
は
ま
た
、「
警

官
に
よ
る
死
者
が
出
た
ケ
ー

ス
は
、
一
つ
一
つ
、
警
官
の

行
動
が
法
的
に
正
当
な
も
の

だ
っ
た
か
ど
う
か
を
、
監
査
、

分
析
し
て
い
る
」
と
も
書
面

で
発
表
し
た
。

　

応
用
経
済
調
査
院
（
Ｉ
ｐ

ｅ
ａ
）
の
調
査
に
よ
る
と
、

Ｖ
ａ
ｌ
ｅ
と
ペ
ト
ロ
ブ
ラ
ス

（
Ｐ
Ｂ
）
と
い
う
伯
国
の
鉱

業
大
手
２
社
の
今
年
上
半
期

の
不
振
が
、
今
年
の
国
内
総

生
産(

Ｇ
Ｄ
Ｐ)

を
０
・２
％

ポ
イ
ン
ト
（
Ｐ
）
引
き
下
げ

る
見
込
み
だ
と
、
５
日
付
エ

ス
タ
ー
ド
紙
が
報
じ
た
。

　

昨
年
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
総
額
は

６
兆
８
５
０
０
億
レ
ア
ル

だ
か
ら
、
そ
の
０
・
２
％
は

１
３
７
億
レ
だ
。
Ｖ
ａ
ｌ
ｅ
、

Ｐ
Ｂ
両
社
と
も
、
下
半
期
は

上
半
期
よ
り
も
改
善
が
期
待

さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も

両
社
が
全
体
を
０
・
２
％
Ｐ

ダ
ウ
ン
さ
せ
る
と
の
予
測
は

変
わ
ら
な
い
。

　

両
社
が
先
週
公
開
し
た
生

産
高
報
告
書
や
、
国
家
原
油

庁
（
Ａ
Ｎ
Ｐ
）、地
理
統
計
院

（
Ｉ
Ｂ
Ｇ
Ｅ
）
の
デ
ー
タ
を

基
に
Ｉ
ｐ
ｅ
ａ
の
報
告
書
は

作
成
さ
れ
た
。

　

Ｉ
Ｇ
Ｂ
Ｅ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
ア
ン
ド
レ
・
マ
セ
ド

氏
は
、「
今
年
上
半
期
の
両

社
の
不
振
は
今
年
一
杯
後
を

引
く
。
伯
国
工
業
界
は
１
・

６
％
の
減
産
だ
が
、
採
掘
産

業
部
門
（
鉱
業
）
だ
け
見
る

と
１
・
７
８
％
Ｐ
下
げ
た
。

鉱
業
が
昨
年
並
み
な
ら
、
工

業
界
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
昨
年
比

０
・
１
８
％
ア
ッ
プ
と
な
る
は

ず
だ
っ
た
」
と
語
る
。

　

今
年
１
月
に
ミ
ナ
ス
州
ブ

ル
マ
ジ
ー
ニ
ョ
で
発
生
し
た

鉱
滓
ダ
ム
決
壊
事
故
の
影
響

は
、
今
年
第
２
四
半
期
も
継

続
し
、
同
期
間
の
鉱
業
の
Ｇ

Ｄ
Ｐ
は
前
年
比
１
８
・
８
％

減
だ
っ
た
。

　

Ｉ
ｐ
ｅ
ａ
の
ミ
ク
ロ
経
済

研
究
部
門
の
部
長
、
ジ
ョ
ゼ
・

ロ
ナ
ウ
ド
・
デ
・
カ
ス
ト
ロ
・

ジ
ュ
ニ
オ
ル
氏
は
、「
ブ
ル
マ

ジ
ー
ニ
ョ
の
事
故
は
、
鉱
山

採
掘
と
関
連
し
て
い
る
産
業

や
そ
の
他
の
周
辺
産
業
に
も

大
き
く
影
響
し
た
」
と
し
て

い
る
。

　

Ｉ
Ｂ
Ｇ
Ｅ
の
ア
ン
ド
レ
・

マ
セ
ド
氏
は
、
ブ
ル
マ
ジ
ー

ニ
ョ
で
の
事
故
後
、
国
内
の

多
く
の
鉱
山
が
、
安
全
性
に

不
安
が
あ
る
と
し
て
操
業
停

止
、
ま
た
は
稼
動
率
を
低
く

抑
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
こ

と
を
指
摘
し
て
い
る
。

　

時
を
同
じ
く
し
て
Ｐ
Ｂ

も
、
技
術
的
問
題
に
直
面
し
、

新
規
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を

使
っ
た
生
産
活
動
に
入
れ
ず
、

今
年
計
画
さ
れ
て
い
た
原
油
、

天
然
ガ
ス
の
増
産
の
あ
て
が

外
れ
て
い
る
。

　

新
規
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

を
使
っ
た
石
油
採
掘
や
鉱
山

で
の
活
動
も
、
下
半
期
に
は

若
干
回
復
す
る
と
予
想
さ

れ
て
い
る
が
、
今
年
末
の
鉱

業
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
昨
年
比
９
・

５
％
ダ
ウ
ン
の
見
込
み
で
、

工
業
部
門
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
１
・

３
％
Ｐ
、
伯
国
全
体
の
Ｇ
Ｄ

Ｐ
は
０
・
２
％
Ｐ
の
押
し
下

げ
る
と
見
ら
れ
て
い
る
。

　

寒
冷
前
線
の
影
響
で
厳
し

い
寒
さ
に
見
舞
わ
れ
、
４
、５

日
の
南
伯
で
は
氷
点
下
と
な

る
と
こ
ろ
も
続
出
し
た
と
５

日
付
Ｇ
１
サ
イ
ト
な
ど
が
報

じ
た
。

　

４
日
に
記
録
さ
れ
た
最
低

気
温
は
、
サ
ン
タ
カ
タ
リ
ー

ナ
州
ウ
ル
ペ
マ
の
氷
点
下
８

度
で
、
ヴ
ァ
ー
レ
・
ド
・
ペ

リ
コ
で
も
氷
点
下
７
・７
度
を

記
録
し
た
。
同
州
ボ
ン
・
ジ
ャ

ル
ジ
ン
・
ダ
・
セ
ラ
で
も
氷

点
下
３
・
６
度
ま
で
下
が
っ
た

他
、
南
大
河
州
で
は
カ
ン
バ

ラ
・
ド
・
ス
ル
で
氷
点
下
２

度
を
割
っ
た
。
パ
ラ
ナ
州
で

も
サ
ン
マ
テ
ウ
ス
・
ド
・
ス

ル
で
氷
点
下
４
・
１
度
な
ど
、

各
地
で
氷
点
下
を
記
録
し

た
。

　

５
日
は
、サ
ン
タ
カ
タ
リ
ー

ナ
州
ボ
ン
・
ジ
ェ
ズ
ス
で
氷

点
下
５
度
を
記
録
。
イ
タ
イ

ノ
ポ
リ
ス
、
リ
オ・ル
フ
ィ
ノ
、

カ
ン
ポ
・
ア
レ
グ
レ
な
ど
は

氷
点
下
３
度
、
リ
ン
ゴ
の
里
、

サ
ン
ジ
ョ
ア
キ
ン
も
氷
点
下

２
度
を
記
録
し
た
。
南
大
河

州
山
間
部
で
も
氷
点
下
を
記

録
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
地
域
で
は
、
霜

も
降
り
、
山
肌
や
草
原
が
一

面
に
白
く
染
ま
っ
た
。

　

週
末
の
冷
え
込
み
は
聖
市

で
も
同
様
で
、
４
日
午
後
の

最
高
気
温
１
２
・
２
度
は
、

こ
こ
６
年
間
で
は
最
も
低
い

最
高
気
温
だ
っ
た
と
い
う
。

　

聖
州
で
見
た
場
合
、
冷
え

込
み
は
徐
々
に
和
ら
ぐ
見
込

み
だ
が
、
聖
州
海
岸
部
や
大

聖
市
圏
で
は
５
日
の
朝
は
霧

雨
な
ど
が
見
ら
れ
た
他
、
同

州
北
部
や
北
西
部
で
は
一
時

的
に
強
い
雨
が
降
っ
た
地
域

も
あ
っ
た
。

　

未
明
の
冷
え
込
み
は
７
日

位
ま
で
続
く
が
、
そ
れ
以
降

は
次
第
に
過
ご
し
易
く
な
る

よ
う
だ
。
午
後
の
気
温
も

徐
々
に
上
が
り
、
週
末
の
聖

市
で
は
暑
い
位
に
な
る
と
い

う
。
聖
州
で
は
当
面
、
雨
の

確
立
が
低
く
、
湿
度
が
低
い

た
め
、
午
後
に
な
っ
て
日
が

差
せ
ば
余
計
に
暑
さ
を
感
じ

る
よ
う
に
な
る
と
い
う
。

外国為替市況
中銀サイトより

8月5日午後 4時現在
米ドル相場

売　3.9552  R$
買　3.9544  R$

円相場
売　0.0372  R$
買　0.0372  R$

ＦＧＴＳ支払い日程発表
　

Ｆ
Ｇ
Ｔ
Ｓ
の
口
座
は
、
正

規
雇
用
で
雇
用
し
た
労
働
者

の
た
め
に
会
社
が
積
み
立
て

る
も
の
で
、
勤
め
先
ご
と
に

口
座
が
作
ら
れ
る
。
そ
の
た

め
、
現
在
勤
務
し
て
い
る
会

社
で
作
ら
れ
、
現
在
も
稼
動

し
て
い
る
口
座
と
、
今
は
勤

上
半
期
だ
け
で
３
５
８
人
殺
害

過
剰
防
衛
、軽
率
な
判
断
の
可
能
性
も

Ｖ
ａ
ｌ
ｅ
と
Ｐ
Ｂ
の
不
振
で

ボウソナロ大統領

宇
宙
研
究
所
の
所
長
を
解
任

（２）２０１９年 第５２９８号 ８月 ６日 （火曜日）

聖 州 軍 警

南
部
で
は
氷
点
下
の
冷
え
込
み

聖
州
で
の
寒
さ
は
徐
々
に
緩
む
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◎
紙
面
の
都
合
で
、

投
稿
を
一
部
割
愛
す

る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
了
承
く
だ
さ
い
。

◎
新
聞
や
雑
誌
の
文

章
を
書
き
写
し
た
も

の
は
、
著
作
権
侵
害

と
な
り
ま
す
。
一
部

引
用
す
る
事
は
可
能

で
す
が
、
そ
の
際
は

引
用
部
分
を
分
か
り

や
す
く
明
記
し
、
出

典
を
記
入
し
て
下
さ

い
。

◎
読
み
や
す
い
書
体

で
１
千
字
以
内
に
ま

と
め
て
く
だ
さ
い
。

多
す
ぎ
る
場
合
は
掲

載
で
き
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

◎
写
真
の
掲
載
を
始

め
た
の
で
、
文
章
と

一
緒
に
送
っ
て
下
さ

い
。
た
だ
し
、
投
稿

さ
れ
た
原
稿
も
写
真

も
返
却
で
き
ま
せ
ん
。

あ
ら
か
じ
め
コ
ピ
ー

を
取
る
よ
う
に
し
て

下
さ
い
。

◎
二
重
投
稿
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。

◎
順
番
に
掲
載
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
掲

載
が
遅
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
ご
了
承

下
さ
い
。

◎
名
前
、
電
話
番
号

と
住
所
を
ご
記
入
く

だ
さ
い
。

◎
送
り
先
は
ニ
ッ
ケ

イ
新
聞
「
ぷ
ら
っ
さ
」

係
。

◎
Ｅ
・
メ
ー
ル
で
の

投
稿
を
歓
迎
し
ま
す
。

Ｅ
メ
ー
ル

b
u

n
g

u
e

i.n
k

@
gm

ail.com

投
稿
者
に
お
ね
が
い

　
「
よ
し
の
」と
い
う
名
前
は
、

こ
れ
こ
そ
母
を
女
性
と
し
て

感
じ
さ
せ
得
る
数
少
な
い
も

の
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は

母
の
持
っ
て
生
れ
た
性
質
と
、

育
て
ら
れ
た
環
境
に
よ
る
こ

と
な
が
ら
、
嫁
い
で
後
、
病

の
夫
と
７
人
の
子
供
を
抱
え

て
の
悪
戦
苦
闘
の
生
活
が
、

こ
の
よ
う
な
母
に
し
た
と
も

言
え
る
と
思
う
。

　

母
の
生
れ
は
奈
良
県
吉
野

の
十
津
川
村
で
、祖
父
は
『
天

誅
組
』
生
き
残
り
の
厳
格
一

点
張
り
の
武
士
だ
っ
た
が
、

明
治
の
有
名
な
十
津
川
村
の

大
洪
水
で
家
屋
田
畑
を
は
じ

め
多
く
の
肉
親
を
一
夜
の
中

に
喪
い
、
夜
明
け
の
山
頂
に

合
擁
し
、
悲
し
み
嘆
く
人
々

を
叱
咤
し
て
応
急
自
活
の
道

を
講
ず
る
と
共
に
、
時
の
政

府
機
関
に
決
死
の
嘆
願
を
続

け
て
、
遂
に
集
団
北
海
道
移

住
ま
で
の
大
事
業
を
完
遂
し

た
祖
父
た
ち
の
功
績
は
大
き

か
っ
た
。

　

し
か
し
、
北
海
道
へ
の
移

民
後
の
祖
父
た
ち
十
津
川
男

思
い
や
り
の
内
容

サ
ン
ジ
ョ
ゼ
・
ド
ス
・
カ
ン
ポ
ス　

小
林
　
音
吉

よ
し
の
（
１
）

　
原
作
　
中
富
　
由
光

比
稿
　
サ
ン
パ
ウ
ロ　

安
中
　
　
攻

子
の
行
状
た
る
や
、
あ
ま
り

誉
め
た
も
の
で
は
な
か
っ
た

よ
う
だ
。
北
海
道
石
狩
平
野

の
一
角
に
新
十
津
川
村
と
名

付
け
た
土
地
は
、
今
も
村
の

中
に
汽
車
の
駅
が
３
つ
も
あ

る
広
大
な
土
地
で
、
石
狩
川

の
支
流
ト
ッ
プ
川
（
徳
富
川
）

は
、
北
海
道
で
は
珍
し
く
透

明
で
、
奈
良
の
十
津
川
吉
野

辺
に
似
た
土
地
で
あ
っ
た
。

　

当
時
は
少
数
の
屯
田
兵
と

ト
ッ
プ
川
上
流
に
ア
イ
ヌ
部

落
が
あ
る
だ
け
で
、
時
折
上

流
へ
昇
る
砂
金
掘
り
の
山
師

の
若
干
を
除
い
て
は
人
影
無

く
、
た
だ
う
っ
そ
う
と
茂
る

ト
ド
マ
ツ
、
楢
、
ヤ
チ
ダ
モ
、

ク
ル
ミ
、
ア
カ
ダ
モ
と
い
っ

た
自
然
の
巨
木
の
下
を
、
我

物
顔
に
の
し
歩
く
ヒ
グ
マ
の

天
地
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
そ

の
後
、
有
名
な
樺
戸
監
獄
が

出
来
て
、
日
本
全
国
の
重
罪

犯
が
続
々
送
り
込
ま
れ
、
網

走
監
獄
が
出
来
る
ま
で
の
期

間
、
監
視
た
ち
の
振
り
回
す

木
刀
の
下
で
、
道
路
工
事
や

護
岸
工
事
が
続
け
ら
れ
た
訳

で
あ
る
。

　

さ
て
、
こ
の
土
地
へ
移
住

し
た
十
津
川
団
体
は
、
３
年

間
と
い
う
も
の
は
米
や
味
噌

が
官
給
さ
れ
た
の
で
、
気
を

良
く
し
た
男
達
は
農
耕
に
精

が
出
ず
、
毎
日
武
術
の
練
習

ば
か
り
に
時
に
時
日
を
過
ご

し
、
い
つ
し
か
農
耕
は
婦
女

子
の
専
業
に
押
し
付
け
ら
れ

て
し
ま
っ
た
。
今
も
新
十
津

川
の
百
姓
親
父
の
中
に
練
士

範
士
が
ご
ろ
ご
ろ
い
る
の
は
、

昔
日
の
名
残
り
で
あ
ろ
う
。

　

女
な
が
ら
も
気
の
強
い
母

は
、
永
山
勝
人
と
い
う
師
に

就
き
、
柔
術
と
小
太
刀
を
小

さ
い
時
か
ら
教
わ
っ
た
。
こ
の

師
は
後
、
一
鉄
斎
と
呼
ば
れ
、

日
本
全
国
の
警
察
、
監
獄
を

回
っ
て
武
技
を
伝
え
て
歩
い

た
。
一
度
家
へ
訪
れ
た
時
の

事
を
覚
え
て
い
る
が
、
ひ
ど

い
ビ
ッ
コ
の
真
白
な
長
い
ヒ
ゲ

の
老
人
で
、
ス
テ
ッ
キ
は
仕

込
み
杖
だ
と
母
は
言
っ
て
い

た
。

　

気
性
荒
く
力
強
き
母
が
武

技
を
教
わ
っ
た
の
で
、
男
た

ち
も
一
目
置
く
存
在
に
な
っ
て

い
た
。
母
が
よ
く
裸
馬
を
飛

ば
し
て
走
り
去
る
と
、「
あ
れ

が
吉
野
の
海
女
よ
」
と
指
差

し
て
話
し
合
っ
た
そ
う
だ（
海

女
は
女
、
法
子
は
男
の
十
津

川
語
）。

　

あ
る
時
な
ど
、
弟
の
五
郎

と
母
が
１
０
キ
ロ
ほ
ど
川
下

の
畑
よ
り
仕
事
を
終
え
て
馬

車
で
帰
る
途
中
、
突
然
集
団

脱
走
の
赤
ん
ぼ
に
襲
わ
れ
た

こ
と
が
あ
っ
た
。
赤
ん
ぼ
と

は
樺
戸
監
獄
の
凶
悪
犯
で
、

赤
い
服
を
着
て
い
る
か
ら
そ

う
呼
ん
で
い
た
。

金
婚
記
念

サ
ン
パ
ウ
ロ　

小
池
　
庸
夫

　

最
近
よ
く
、
昔
か
ら
お
付

き
合
い
が
あ
っ
た
人
達
の
中

で
金
婚
式
に
呼
ば
れ
る
こ
と

が
多
く
な
っ
た
。
両
夫
婦
、

心
身
と
も
に
健
全
で
、
孫
達

に
囲
ま
れ
、
立
派
な
家
庭
を

築
き
あ
げ
ら
れ
た
か
ら
こ
そ

迎
え
る
こ
と
が
出
来
る
お
祝

い
だ
。

　

私
共
夫
婦
、
去
年
２
０
１

８
年
１
月
１
８
日
が
金
婚
記

念
だ
っ
た
の
で
、
念
願
の
ハ

ワ
イ
へ
旅
行
を
し
た
。
従
姉

の
息
子
達
の
住
む
オ
ア
フ
島
、

ハ
ワ
イ
島
の
島
々
を
回
っ
て
く

る
こ
と
が
出
来
た
。
運
良
く

県
連
ふ
る
さ
と
巡
り
と
行
き

先
が
重
な
り
、
ブ
ラ
ジ
ル
か

ら
の
団
体
と
し
て
参
加
。
ハ

ワ
イ
移
民
１
５
０
周
年
の
お

祝
い
、
日
本
祭
り
に
合
わ
せ

て
の
行
程
で
、
現
地
で
歓
迎

を
受
け
た
。

　

思
え
ば
１
９
６
０
年
、
戦

後
復
興
の
ま
ま
な
ら
な
い
日

本
を
去
り
、
新
天
地
ブ
ラ
ジ

ル
へ
。
何
も
わ
か
ら
な
い
ま

ま
斧
を
ふ
る
っ
て
か
ら
５
９

年
。
２
０
１
１
年
、
７
０
歳

で
一
切
の
事
業
、
他
の
命
に

従
う
こ
と
か
ら
身
を
引
い
た

（
完
全
ア
ポ
ゼ
ン
タ
ー
ド
）。

　

し
か
し
そ
の
後
が
問
題
で

あ
る
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
は

陥
り
が
ち
の
〝
家
庭
の
粗
大

塵
〟
に
扱
わ
れ
な
い
よ
う
に

と
、
事
業
に
携
わ
っ
て
い
た

頃
か
ら
、
や
が
て
来
る
そ
の

時
に
そ
な
え
て
用
意
し
て
お

い
た
趣
味
の
将
棋
、
囲
碁
、

カ
ラ
オ
ケ
、
社
交
ダ
ン
ス
、

お
寺
の
お
手
伝
い
等
。
何
事

も
そ
ん
な
に
上
手
く
な
く
て

も
、
お
相
手
が
で
き
、
仲
間

に
入
れ
て
も
ら
え
る
と
い
っ
た

程
度
で
、
争
っ
て
優
れ
た
成

績
を
あ
げ
る
と
か
、
会
の
長

に
な
る
と
か
、
優
賞
を
手
に

入
れ
よ
う
と
か
、
そ
う
い
っ

た
類
の
も
の
で
は
な
い
。

　

よ
く
足
を
運
ぶ
よ
う
に

な
っ
た
仏
教
の
お
坊
さ
ん

の
話
。
人
の
心
の
内
に
は

い
つ
も
二
つ
の
心
が
戦
っ
て

い
る
。
良
い
心
と
悪
い
心

だ
。
教
養
心
（
生
れ
て
か

ら
身
に
つ
く
も
の
）、
本
能
心

（
生
れ
る
前
か
ら
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
）

と
の
中
で
行
動
し
て
い
る
と

い
う
。

　

表
で
は
皆
そ
れ
ぞ
れ
人
格

者
で
善
人
の
顔
を
し
、
ふ
る

ま
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
お
互
い
の
心
の
内
ま
で

見
通
す
こ
と
は
出
来
な
い
。

自
分
自
身
、
１
日
２
４
時

間
良
い
こ
と
ば
か
り
考
え
て

生
き
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

他
人
に
知
ら
れ
た
ら
恥
か
し

い
よ
う
な
自
分
勝
手
な
考
え

で
生
き
て
い
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

　

仏
教
の
教
え
に
よ
れ
ば
、

仏
様
は
何
で
も
お
見
通
し
で
、

み
だ
ら
な
考
え
を
起
し
た
だ

け
で
地
獄
行
き
だ
と
戒
め
て

お
ら
れ
る
。
!!
た
だ
思
っ
た

だ
け
で
!! 

ク
ワ
バ
ラ
、
ク
ワ

バ
ラ
…
。
私
に
は
こ
れ
か
ら

先
の
こ
と
は
説
明
出
来
な
い

の
で
、
も
っ
と
詳
し
く
知
り

た
い
方
は
、
お
寺
へ
行
っ
て
お

坊
さ
ん
の
話
を
聞
い
て
下
さ

い
。

　
ニ
ッ
ケ
イ
新
聞
ぷ
ら
っ
さ
欄

に
よ
く
見
か
け
る
酒
本
さ
ん

の
、
夢
の
体
験
談
の
話
の
中
に

『
夢
の
中
で
は
他
人
に
言
え

な
い
よ
う
な
、
と
ん
で
も
な

い
事
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
』

と
い
う
の
が
あ
っ
た
。
都
合
の

良
い
こ
と
に
、
夢
と
い
う
も
の

は
目
が
覚
め
る
と
同
時
に
ほ

と
ん
ど
忘
れ
て
し
ま
う
も
の

で
あ
る
。

　

ど
ん
な
真
面
目
そ
う
な
人

で
あ
っ
て
も
、
心
の
内
は
ど

ん
な
事
を
考
え
て
い
る
こ
と

や
ら
。
我
々
人
間
に
は
分
か

ら
な
い
。
吾
、
幸
い
に
し
て

人
並
の
教
養
心
の
元
で
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
出
来
て
い
る
か
ら
、

世
間
並
の
人
間
と
し
て
見
ら

れ
て
い
る
と
思
う
が
―
。

　

さ
て
、
問
題
は
皆
様
に
お

聞
き
し
た
い
こ
と
が
あ
る
。

こ
の
年
８
０
歳
に
な
っ
て
も
、

ど
う
し
て
も
不
思
議
で
分
か

ら
な
い
の
は
女
心
だ
。

　

我
々
夫
婦
、
特
別
仲
が
悪

い
わ
け
で
は
な
い
が
、
ど
う

も
考
え
方
の
違
い
か
ら
ぶ
つ

か
る
事
が
多
い
。
２
、３
日
も

す
れ
ば
又
仲
直
り
は
す
る
け

れ
ど
、
ど
う
も
今
に
し
て
心

が
つ
な
が
っ
て
い
な
い
の
が
残

念
だ
。
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
夫

婦
と
い
う
も
の
は
、
お
互
い

が
我
慢
し
合
っ
て
生
き
て
い

く
も
の
だ
ろ
う
と
あ
き
ら
め

て
い
る
が
―
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
人
老
夫
婦
が
手

　

右
は
山
、
左
は
谷
で
、
日

暮
の
里
見
峠
は
連
な
る
巨
木

の
た
め
暗
く
、
谷
底
を
流
れ

る
ト
ッ
プ
川
の
瀬
戸
の
轟
々

た
る
こ
だ
ま
に
交
っ
て
、
何

人
か
の
声
を
聴
い
た
と
思
っ

た
時
は
、
手
に
手
に
棍
棒
を

振
り
上
げ
て
近
寄
る
赤
ん
ぼ

の
中
に
取
り
巻
か
れ
て
い
た
。

　

し
か
し
母
は
手
綱
を
思
い

切
り
左
右
に
振
り
下
ろ
し
て
、

一
瞬
に
し
て
２
、３
人
を
叩

き
こ
ろ
が
し
た
。
こ
れ
を
見

て
五
郎
叔
父
は
馬
車
の
枠
棒

を
引
き
抜
き
ざ
ま
、
馬
車
に

飛
び
乗
っ
て
く
る
奴
を
叩
き

落
と
し
、
突
き
倒
し
、
そ
れ

か
ら
は
走
る
馬
車
を
中
心
に

叩
き
合
い
の
死
闘
が
続
い
た
。

そ
の
間
、
母
は
手
綱
で
馬
を

追
う
一
方
、
寄
っ
て
来
る
赤

ん
ぼ
た
ち
を
谷
に
斬
り
落
ち

る
程
手
綱
で
叩
き
飛
ば
し
た

そ
う
だ
。

　

凶
悪
脱
走
犯
た
ち
も
遂
に

諦
め
て
山
道
を
東
に
去
り
、

母
た
ち
の
急
報
に
よ
り
抜
刀

騎
馬
隊
が
掛
け
付
け
た
時

は
、
１
０
数
キ
ロ
東
を
満
水

で
流
れ
る
石
狩
川
を
泳
い
で

対
岸
を
逃
げ
る
の
が
か
す
か

に
見
え
た
そ
う
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
（
つ
づ
く
）

　

私
の
訪
日
時
の
定
宿
は
、

山
谷
の
ド
ヤ
街
の
中
に
あ
り

ま
す
。
か
つ
て
は
大
阪
の
釜
ヶ

先
と
並
ん
で
危
険
な
と
こ
ろ

で
し
た
。
最
近
は
宿
泊
料
が

手
頃
な
の
と
交
通
の
便
が
良

い
の
で
、
外
国
人
バ
ッ
ク
パ
ッ

カ
ー
（
軽
装
で
気
楽
な
旅
を

楽
し
む
人
達
）
に
人
気
が
あ

り
ま
す
。

　

彼
ら
に
日
本
の
印
象
を
聞

く
と
、
安
全
で
清
潔
と
い
う

お
決
ま
り
の
答
え
が
返
っ
て

き
ま
す
。
あ
る
カ
ナ
ダ
人
は

「
日
本
に
は
乞
食
が
い
な
い

が
…
？
」と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

私
は
「
日
本
で
乞
食
を
す
る

こ
と
は
軽
犯
罪
法
で
禁
じ
ら

れ
て
い
る
」
と
説
明
し
た
ら
、

納
得
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

何
年
か
前
に
リ
ス
ボ
ア
を

旅
行
し
た
折
、
教
会
の
脇
に

ず
ん
ぐ
り
む
っ
く
り
し
て
小

ざ
っ
ぱ
り
し
た
服
装
の
乞
食

が
立
っ
て
い
ま
し
た
。
私
は

数
メ
ー
ト
ル
離
れ
て
風
景
を

描
き
始
め
な
が
ら
彼
を
観
察

し
て
い
た
ら
、
ド
イ
ツ
語
を

話
す
観
光
客
が
前
を
通
る
と

ド
イ
ツ
語
で
「
こ
ん
に
ち
は
」

と
挨
拶
し
、
イ
タ
リ
ア
語
を

話
し
て
い
る
人
が
通
れ
ば「
ブ

オ
ー
ン
ジ
ヨ
ル
ノ
」
と
挨
拶

を
し
て
い
ま
し
た
。
さ
す
が

ユ
ー
ロ
圏
の
乞
食
は
違
う
な

と
感
心
し
ま
し
た
。

　

代
わ
っ
て
日
本
人
の
グ

ル
ー
プ
は
挨
拶
さ
れ
た
に
も

関
わ
ら
ず
、「
働
け
！
」
な
ど

と
無
理
な
こ
と
を
言
っ
て
い
ま

し
た
。
働
け
な
い
か
ら
乞
食

を
し
て
い
る
の
に
・
・
・
。

　

先
日
、
歩
道
の
段
差
に
躓

い
て
転
び
そ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
し
た
ら
数
人
の
伯
人

達
が
「
大
丈
夫
か
、
怪
我
は

な
い
か
」
と
声
を
か
け
て
く

れ
ま
し
た
。
伊
勢
神
宮
内
宮

の
石
段
で
つ
ま
ず
い
た
時
も
、

最
初
に
声
を
か
け
て
く
れ
た

の
は
外
国
人
で
し
た
。

　

で
は
な
ぜ
、
日
本
人
は
今

現
在
困
っ
て
い
る
弱
者
に
対

し
て
す
ぐ
行
動
に
表
わ
さ
な

い
の
で
し
ょ
う
か
。
何
故
、

伯
人
を
始
め
外
国
人
は
す

ぐ
救
助
に
駆
け
付
け
る
の
で

し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
多
分
、

牧
畜
民
族
と
農
耕
民
族
の
違

い
が
原
因
か
な
と
も
考
え
て

し
ま
い
ま
す
。

　
一
瞬
の
隙
で
、
放
牧
し
て
い

る
家
畜
に
逃
げ
ら
れ
た
り
す

る
の
を
予
知
し
て
、
何
か
起

き
た
ら
、
あ
る
い
は
起
き
る

前
に
す
ぐ
行
動
を
起
こ
す
習

慣
が
あ
る
の
に
対
し
て
、
作

物
相
手
の
農
耕
で
は
、
動
か

な
い
物
に
対
し
て
急
い
で
反

応
し
て
行
動
を
起
こ
す
必
要

が
な
い
の
で
す
か
ら
、
動
作

が
時
間
的
に
遅
れ
る
傾
向
が

あ
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。
こ

の
辺
に
彼
我
の
違
い
が
あ
る

の
で
は
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

弱
者
を
思
い
や
る
気
持
ち

は
ど
こ
の
国
の
人
達
で
も
余

り
変
わ
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

違
う
の
は
そ
の
内
容
と
行
動

を
起
こ
す
際
の
時
間
差
な
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

を
つ
な
い
で
仲
睦
ま
じ
そ
う

に
歩
い
て
い
る
姿
を
見
る
と
、

う
ら
や
ま
し
い
限
り
だ
。
昨

年
金
婚
式
を
迎
え
た
我
々
夫

婦
も
い
つ
か
そ
う
あ
り
た
い

と
願
っ
て
い
る
が
、
我
、
日

本
生
れ
の
男
に
は
相
当
勇
気

が
い
る
も
の
で
あ
る
。

「
バ
ン
ザ
イ
」に
つ
い
て

イ
ビ
ウ
ー
ナ　

瀬
尾
　
正
弘

　

最
初
に
バ
ン
ザ
イ
を
考
え

た
の
は
誰
だ
ろ
う
か
？
―　

日
本
で
は
、
お
め
で
た
い
場

面
に
欠
か
せ
な
い
の
が
「
バ
ン

ザ
イ
」
の
掛
け
声
で
す
。
こ

れ
を
漢
字
で
書
く
と
『
万
歳
』

と
な
り
ま
す
。

　

続
日
本
紀
（
し
ょ
く
に
ほ

ん
ぎ
）
に
は
、
７
８
８
年
に

桓
武
天
皇
が
雨
乞
い
を
し
た

ら
雨
が
降
っ
た
の
で
、
国
民

が
万
歳
を
唱
え
た
、
と
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、「
バ

ン
ザ
イ
」
で
は
な
く
、「
バ
ン

ゼ
イ
」
と
中
国
語
読
み
で
あ
っ

た
よ
う
で
す
。

　

は
じ
め
て
「
バ
ン
ザ
イ
」

と
叫
ん
だ
の
は
、
明
治
憲
法

発
布
の
祝
典
が
行
わ
れ
た
日

で
す
。

　

当
時
、
文
部
省
と
帝
国
大

学
で
祝
典
を
祝
う
掛
け
声
を

何
に
す
べ
き
か
検
討
が
続
け

ら
れ
、ま
ず
提
案
さ
れ
た
の
は

「
奉
賀
」
と
い
言
葉
で
し
た
。

し
か
し
ど
う
も
し
っ
く
り
こ

な
い
。
次
に
提
案
さ
れ
た
の

が
「
万
歳
」
を
「
バ
ン
ザ
イ
」

と
読
み
替
え
た
も
の
で
す
。

結
果
は
大
成
功
。
当
日
は『
東

京
中
に
バ
ン
ザ
イ
の
声
が
こ

だ
ま
し
た
』
と
、
永
井
荷
風

も
書
き
記
し
て
い
る
程
で
し

た
。

　

少
し
追
記
す
る
と
、
明
治

憲
法
の
草
案
に
は
、
天
皇
の

信
頼
の
厚
か
っ
た
伊
藤
博
文

ほ
か
代
表
ら
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ

行
き
、
諸
外
国
の
憲
法
を
調

べ
検
討
し
た
結
果
、
国
王
の

権
利
の
強
い
ド
イ
ツ
の
憲
法

を
主
な
手
本
と
し
て
草
案
さ

れ
た
よ
う
で
す
。
後
日
、
伊

藤
は
西
洋
風
の
内
閣
制
度
を

つ
く
っ
て
自
ら
日
本
の
初
代

総
理
大
臣
と
な
り
ま
し
た
。

　

伊
藤
は
人
物
も
明
る
く
勉

強
家
で
、
英
語
や
ド
イ
ツ
語

な
ど
も
抜
群
だ
っ
た
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
維
新
の
三
傑

と
呼
ば
れ
る
西
郷
、
大
久
保
、

木
戸
な
ど
は
少
し
年
長
で
す

が
、
こ
の
三
傑
同
様
の
働
き

を
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
し
て
も
明
治
の
群

英
に
は
、
薩
長
同
盟
を
成
功

さ
せ
た
坂
本
、
江
戸
無
血
開

城
を
西
郷
と
の
腹
芸
に
よ
り

成
し
遂
げ
て
戦
争
を
回
避
さ

せ
、
最
後
の
将
軍
・
徳
川
慶

喜
に
幕
府
の
終
幕
を
ま
か
さ

れ
、
こ
れ
を
上
手
く
処
理
し

た
勝
な
ど
、
多
士
多
彩
で
し

た
。

　
バ
ン
ザ
イ
は
、
も
の
の
は
じ

ま
り
。

【『
雑
学
大
全
よ
り
引
用
】

　

本
格
的
な
暑
い
夏
が
来

ま
し
た
。
皆
様
熱
中
症
に

な
ら
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け

ま
し
ょ
う
。 

　

ブ
ラ
ジ
ル
の
マ
ッ
ト
グ

ロ
ッ
ソ
州
の
ド
ラ
ー
ド
ス
に

は
、
カ
イ
オ
ワ
と
呼
ば
れ
て

い
る
イ
ン
デ
ィ
オ
の
集
落
が

あ
る
。
そ
こ
の
土
地
は
テ
ラ

ロ
シ
ャ
と
い
う
土
質
で
、
肥

沃
で
大
豆
栽
培
な
ぞ
の
農

業
に
適
し
た
土
地
で
あ
る
。

　

時
を
経
る
ご
と
に
白
人
に

彼
ら
の
土
地
が
侵
食
さ
れ

て
ゆ
き
、い
ま
で
は
イ
ン
デ
ィ

オ
た
ち
の
狩
猟
採
集
に
必

要
最
低
限
の
面
積
の
広
大

な
森
林
が
、
き
り
開
か
れ

て
農
耕
地
と
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
土
地
を
失
っ
た
彼
ら

は
、白
人
の
病
気
に
か
か
り
、

国
の
保
護
の
元
に
暮
ら
し
て

い
る
。
彼
ら
の
習
慣
が
失

わ
れ
て
し
ま
い
、
ア
イ
デ
ン

テ
テ
ィ
ー
を
失
い
つ
つ
あ
る
。

結
果
は
残
念
な
こ
と
に
、
自

殺
す
る
人
が
あ
と
を
た
た
な

い
と
い
う
悲
劇
を
く
り
か
え

短
歌
で
便
り
―
香
山
よ
り

サ
ン
ノ
ゼ　

香
山　

正
賢

第
四
十
九
回
（
８
月
１
日
）

し
て
い
る
。

　

ヤ
フ
ー
ジ
ャ
パ
ン
ニ
ュ
ー

ス
は
、
メ
ッ
ツ
ル
教
授
の
著

書
『
白
人
た
ち
が
死
ん
で

ゆ
く
』
を
紹
介
し
た
。
伝

統
的
な
価
値
観
が
支
配
的

な
米
国
大
陸
の
ど
真
ん
中
、

南
部
、
中
西
部
、
す
な
わ

ち
米
国
の
ハ
ー
ト
ラ
ン
ド
で

は
、
低
所
得
層
の
プ
ア
ー
ホ

ワ
イ
ト
の
自
殺
が
多
い
。
白

人
プ
ア
ー
ホ
ワ
イ
ト
が
拳
銃

を
使
っ
て
自
殺
し
た
が
る
要

因
を
、
精
神
医
学
で
は
こ

う
説
明
し
て
い
る
。

　
「
銃
で
自
殺
す
る
の
は
深

く
考
え
た
末
の
も
の
で
は
な

か
っ
た
。
衝
動
的
な
行
動
で

あ
っ
た
。『
人
は
５
９
分
―

一
時
間
足
ら
ず
で
自
殺
を

決
め
る
』
と
い
う
こ
と
が
わ

か
っ
た
。
理
由
は
、職
を
失
っ

た
、
妻
が
逃
げ
た
、
子
供

が
非
行
に
走
っ
た
、
生
き
る

の
が
い
や
に
な
っ
た
。
こ
れ

ら
は
世
界
現
象
だ
。
プ
ア
ー

ホ
ワ
イ
ト
だ
け
で
は
な
い
。

　

し
か
し
米
国
の
ハ
ー
ト
ラ

ン
ド
で
は
銃
は
野
放
し
だ
。

誰
で
も
銃
を
買
え
る
し
所
有

で
き
る
。
人
種
の
不
満
を
あ

お
る
政
治
は
、
米
国
の
ハ
ー

ト
ラ
ン
ド
の
人
々
を
殺
し
て

し
ま
う
」

短
歌
四
首

夏
に
咲
く
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ

の
白
花
は
家
主
か
わ
れ
ば

あ
わ
れ
む
ざ
ん
に

な
じ
み
ふ
か
き
人
々
老
い

て
移
り
行
き
新
来
の
な
ん

と
吾
に
つ
め
た
き

赤
き
実
の
青
葉
の
内
よ
り

の
ぞ
き
で
て
サ
ク
ラ
ン
ボ

か
わ
い
や
夏
も
盛
り
に

病
む
吾
娘
の
介
護
す
る
の

も
ま
ま
な
ら
ぬ
心
臓
疾
患

よ
わ
い
八
十

　

残
暑
厳
し
き
折
お
か
ら

だ
に
お
気
を
つ
け
く
だ
さ

い
。



（５） ２０１９年第５２９８号 	 ８月	 ６日	（火曜日）

樹  

海

日に
っ

伯ぱ
く

を
つ
な
ぐ
、
知し

ら
れ
ざ
る

名め
い

曲き
ょ
く

の
数か

ず

々か
ず

（
迷め

い

曲き
ょ
く

も
）

じ
ゅ
　
　
　
　
　
　
　
か
い

拡
か く

大
だ い

版
ば ん

い
」（
作

さ
く

詞し

＝
会

あ
い

田だ

尚
し
ょ
う

一
い
ち

、

作
さ
っ

曲
き
ょ
く

＝
中

な
か

村
む
ら

八
は
ち

大
だ
い

）

（
１
）
鐘

か
ね

が
な
り
ま
す

　
耕

こ
う

地ち

の
鐘

か
ね

が
　
ほ
の
ぼ
の
明あ

け

た
　
空

そ
ら

に
鳴な

る
　
大

だ
い

地ち

に
萌も

え
る

　
若

わ
か

草
く
さ

に
　
牧

ま
き

場ば

の
牛

う
し

も
　
う
れ
し
そ
う

　
若

わ
か

い
ブ

ラ
ジ
ル

　
し
あ
わ
せ
が
い
っ

ぱ
い

（
２
）
見み

渡
わ
た

す
か
ぎ
り

　
カ

フ
ェ
ー
の
花

は
な

が
　
咲さ

け
ば
そ

よ
風

か
ぜ

　
野の

に
か
お
る

　
空

そ
ら

に

流
な
が

れ
る
白

し
ろ

い
雲

く
も

　
山

や
ま

は
イ
ッ

ペ
ー
の
花

は
な

ざ
か
り

　
広

ひ
ろ

い
ブ

ラ
ジ
ル

　
し
あ
わ
せ
が
い
っ

ぱ
い

（
３
）
憩

い
こ

う
夕

ゆ
う

べ
に

　
ビ
オ

ロ
ン
ひ
け
ば

　
唄

う
た

う
誰

だ
れ

か
の

声
こ
え

が
す
る

　
月

つ
き

の
ひ
か
り
に

さ
え
渡

わ
た

る
　
空

そ
ら

に
南

み
な
み

の
十

じ
ゅ
う

字じ

星
せ
い

　
明あ

日す

の
ブ
ラ
ジ
ル

　
し

あ
わ
せ
が
い
っ
ぱ
い

知し

ら
れ
ざ
る
松ま

つ

平だ
い
ら

晃あ
き
らの
「
ポ

く
て
美お

味い

し
い
酒さ

け

が
あ
る
』

と
教お

し

え
て
く
れ
た
。
こ
ち
ら

来き

て
、
そ
れ
が
カ
イ
ピ
リ
ー

ニ
ャ
だ
っ
た
と
分わ

か
り
ま
し

た
」
と
の
逸い

つ

話わ

を
語か

た

っ
た
。

　
「
大だ

い

好ず

き
な
ブ
ラ
ジ
ル
で
、

こ
の
曲き

ょ
く

が
再ふ

た
た

び
歌う

た

わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
、
父ち

ち

も
き
っ
と

天て
ん

国ご
く

で
喜よ

ろ
こ

ん
で
い
る
と
思お

も

い

ま
す
」
と
Ａ
さ
ん
は
微ほ

ほ

笑え

ん

だ
。

合
が
っ

唱
し
ょ
う

曲
き
ょ
く

「
幸

し
あ
わ

せ
が
い
っ
ぱ

　
「
鐘か

ね

が
鳴な

り
ま
す　

耕こ
う

地ち

の
鐘か

ね

が　

ほ
の
ぼ
の
明あ

け
た　

空そ
ら

に
鳴な

る
」
―
ブ
ラ
ジ
ル
熟

じ
ゅ
く

年ね
ん

ク
ラ
ブ
連れ

ん

合ご
う

会か
い

（
上う

え

野の

美み

佐さ

雄お

会か
い

長ち
ょ
う）

の
『
第だ

い

４
３
回か

い

熟じ
ゅ
く

年ね
ん

ク
ラ
ブ
芸げ

い

能の
う

祭さ
い

』
が
７

月が
つ

２
８
日に

ち

に
サ
ン
パ
ウ
ロ
市し

の
静し

ず

岡お
か

県け
ん

人じ
ん

会か
い

館か
ん

で
開か

い

催さ
い

さ

れ
、
数す

う

十じ
ゅ
う

年ね
ん

ぶ
り
に
合が

っ

唱し
ょ
う

曲き
ょ
く

「
幸し

あ
わ

せ
が
い
っ
ぱ
い
」（
会あ

い

田だ

尚し
ょ
う

一い
ち

作さ
く

詩し

）
が
披ひ

露ろ
う

さ
れ
た
。

　

そ
れ
を
聞き

い
た
、
夫お

っ
と
の
仕し

事ご
と

の
関か

ん

係け
い

で
ブ
ラ
ジ
ル
駐

ち
ゅ
う

在ざ
い

３
度ど

目め

の
中な

か

村む
ら

八は
ち

大だ
い

の
娘

む
す
め

Ａ
さ
ん
（
匿と

く

名め
い

希き

望ぼ
う

）
は
、

「
父ち

ち

は
３
回か

い

ブ
ラ
ジ
ル
に
来き

て
い
る
。
そ
ん
な
父ち

ち

が
一い

ち

番ば
ん

幸し
あ
わせ
だ
っ
た
頃こ

ろ

の
曲き

ょ
く
。
私わ

た
し

は

ま
だ
３
、４
歳さ

い

で
、
ブ
ラ
ジ
ル

や
メ
キ
シ
コ
か
ら
手て

紙が
み

を
も

ら
っ
た
の
を
覚お

ぼ

え
て
い
ま
す
」

と
懐な

つ

か
し
そ
う
に
語か

た

っ
た
。

　
「
父ち

ち

の
メ
ロ
デ
ィ
ー
の
特と

く

徴ち
ょ
う

は
、
コ
ー
ド
進し

ん

行こ
う

は
難む

ず
か

し
い

け
ど
、
歌う

た

い
や
す
い
こ
と
で

す
。
ま
さ
に
そ
ん
な
父ち

ち

の
曲

き
ょ
く

ら
し
い
覚お

ぼ

え
や
す
い
、
歌う

た

い

や
す
い
曲き

ょ
く

だ
と
お
も
い
ま
し

た
」
と
し
み
じ
み
と
語か

た

っ
た
。

　

中な
か

村む
ら

八は
ち

大だ
い

は
、
７
０
年ね

ん

の
大お

お

阪さ
か

万ば
ん

博ぱ
く

の
テ
ー
マ
ソ
ン

グ
『
世せ

界か
い

の
国く

に

か
ら
こ
ん
に

ち
は
』、『
こ
ん
に
ち
は
赤あ

か

ち

ゃ
ん
』、『
遠と

お

く
へ
行い

き
た
い
』、

『
上う

え

を
向む

い
て
歩あ

る

こ
う
』
な

ど
１
９
５
０
年ね

ん

代だ
い

末す
え

か
ら

１
９
７
０
年ね

ん

に
か
け
て
数か

ず
か
ず々

の
ヒ
ッ
ト
曲き

ょ
く

を
作つ

く

り
、
レ
コ

ー
ド
大た

い

賞し
ょ
うも
複ふ

く

数す
う

回か
い

受じ
ゅ

賞し
ょ
うし

た
。

　

中な
か

村む
ら

八は
ち

大だ
い

が
リ
オ
国こ

く

際さ
い

ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音お

ん

楽が
く

祭さ
い

に
来ら

い

伯は
く

し
、
そ
の
足あ

し

で
来ら

い

聖せ
い

し
て
シ

ネ
・
ニ
ッ
ポ
ン
（
現げ

ん

愛あ
い

知ち

県け
ん

人じ
ん

会か
い

館か
ん

）
で
日に

本ほ
ん

語ご

普ふ

及き
ゅ
う

会か
い

主し
ゅ

催さ
い

の
「
ホ
ー
ム
ソ
ン
グ

招し
ょ
うへ
い
し
た
。
と
こ
ろ
が
三み

浦う
ら

愛あ
い

蓄ち
く

堂ど
う

が
企き

画か
く

し
た
「
レ

コ
ー
ド
・
フ
ァ
ン
芸げ

い

能の
う

競き
ょ
う

演え
ん

大た
い

会か
い

」
の
興こ

う

行ぎ
ょ
う

成せ
い

績せ
き

が
振ふ

る

わ
ず
、
帰き

国こ
く

旅り
ょ

費ひ

す
ら
調

ち
ょ
う

達た
つ

で
き
な
か
っ
た
。
そ
ん
な

中な
か

、
松ま

つ

平だ
い
ら

晃あ
き
らは
病

び
ょ
う

気き

に
か
か

り
、
長

ち
ょ
う

期き

療り
ょ
う

養よ
う

す
る
こ
と
に
。

た
だ
し
５
２
年ね

ん

４
月が

つ

１
２
～

１
３
日に

ち

に
は
聖せ

い

市し

の
オ
デ
オ

ン
座ざ

で
、
松ま

つ

平だ
い
ら

晃あ
き
らを
審し

ん

査さ

委い

員い
ん

長ち
ょ
うと
す
る
「
第だ

い

１
回か

い

全ぜ
ん

伯ぱ
く

の
ど
自じ

慢ま
ん

大た
い

会か
い

」
が
開か

い

催さ
い

さ

れ
た
と
の
記き

録ろ
く

が
あ
る
。

　
『
コ
ロ
ニ
ア
芸げ

い

能の
う

史し

』（
コ
ロ

ニ
ア
芸げ

い

能の
う

史し

編へ
ん

纂さ
ん

委い

員い
ん

会か
い

、

１
９
８
６
年ね

ん

）
に
も
《
松ま

つ

平だ
い
ら

晃あ
き
ら

団だ
ん

長ち
ょ
う、
芙ふ

蓉よ
う

軒け
ん

麗れ
い

花か

、
曲

き
ょ
く

師し

・
中な

か

川が
わ

加か

奈な

女め

。
招

し
ょ
う

聘へ
い

責せ
き

任に
ん

者し
ゃ

に
よ
る
不ふ

手て

際ぎ
わ

か
ら

か
各か

く

地ち

で
の
興こ

う

行ぎ
ょ
うは
失し

っ

敗ぱ
い

に

終お
わ

り
、
芸げ

い

能の
う

団だ
ん

一い
っ

行こ
う

は
三さ

ん

邦ほ
う

字じ

新し
ん

聞ぶ
ん

社し
ゃ

主し
ゅ

催さ
い

の
同ど

う

情じ
ょ
う

公こ
う

演え
ん

（
二ふ

つ

日か

間か
ん

）
に
よ
り
、
よ
う

と
ろ
け
て　

ち
ょ
い
と
カ
ー
ニ

バ
ル　

仲な
か

良よ

し
世よ

直な
お

し　

踊お
ど

る
た
め　

大お
お

き
く
歌う

た

っ
て　
で

っ
か
く
踊お

ど

れ　

イ
パ　

イ
パ　

イ
パ
ネ
マ　

リ
カ　

リ
カ　

リ
ベ
リ
カ　

サ
ン
パ
ウ
ロ
》
と

い
う
も
の
。

　

間ま

違ち
が

い
な
く
、
ブ
ラ
ジ
ル

に
来き

た
こ
と
が
な
い
人ひ

と

が
作さ

く

詞し

し
て
い
る
。「
ブ
ラ
ジ
ル
音お

ん

頭ど

」
＝
カ
ー
ニ
バ
ル
の
こ
と

を
う
た
っ
て
い
る
の
に
、
リ
オ

で
な
く
サ
ン
パ
ウ
ロ
で
し
め
て

詞し

だ
。
か
つ
て
イ
ン
デ
ィ
オ

の
人ひ

と

食く

い
部ぶ

族ぞ
く

が
い
た
と
い

う
話は

な
し

は
聞き

い
た
こ
と
が
あ
る

が
、
そ
れ
が
日に

本ほ
ん

の
歌か

謡よ
う

曲き
ょ
く

の
歌か

詞し

に
な
っ
て
い
た
と
は
。

日に

本ほ
ん

は
バ
ブ
ル
前ぜ

ん

期き

と
も
言い

え
る
好こ

う

景け
い

気き

の
時じ

代だ
い

で
あ

り
、
そ
ん
な
勢い

き
おい

を
反は

ん

映え
い

し

た
迷め

い

曲き
ょ
く・

珍ち
ん

曲き
ょ
くだ

ろ
う
。

　

デ
カ
セ
ギ
開か

い

始し

が
１
９ 

８
５
年ね

ん

だ
か
ら
、
そ
の
頃こ

ろ

の

日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
頭あ

た
ま

に
は
「
人ひ

と

食く

い

ア
マ
ゾ
ン
」
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
が
あ
っ
た
の
も
無む

理り

は
な

い
の
か
も
し
れ
な
い
。

１
９
５
２
年ね

ん

に
日に

本ほ
ん

で
ル
イ

ス
・
ゴ
ン
ザ
ガ
を
ヒ
ッ
ト
さ

せ
た
生い

く

田た

恵け
い

子こ

　

松ま
つ

平だ
い
ら

晃あ
き
らは

不ふ

運う
ん

な
こ
と

に
ブ
ラ
ジ
ル
訪ほ

う

問も
ん

を
機き

に
洛ら

く

陽よ
う

の
時じ

代だ
い

を
迎む

か

え
た
よ
う
だ

が
、
逆ぎ

ゃ
くに

脚き
ゃ

光っ
こ
うを

浴あ

び
る
キ

ッ
カ
ケ
に
な
っ
た
歌か

手し
ゅ

も
い

た
。

　

１
９
５
１
年ね

ん

、
松ま

つ

平だ
い
ら

晃あ
き
ら

を
団だ

ん

長ち
ょ
うと

す
る
訪ほ

う

伯は
く

芸げ
い

能の
う

団だ
ん

の
一い

ち

員い
ん

だ
っ
た
生い

く

田た

恵け
い

子こ

は
、
聖せ

い

州し
ゅ
うな

ど
の
各か

く

地ち

で
ス

テ
ー
ジ
に
出

し
ゅ
つ

演え
ん

し
て
好こ

う

評ひ
ょ
うを

ー
ド
に
移い

籍せ
き

し
た
す
ぐ
後あ

と

、

ブ
ラ
ジ
ル
へ
興こ

う

行ぎ
ょ
うに
来き

て
病

び
ょ
う

気き

に
な
り
、
予よ

想そ
う

外が
い

の
長な

が

い
療

り
ょ
う

養よ
う

生せ
い

活か
つ

を
送お

く

り
、
そ
の
間か

ん

に

レ
コ
ー
ド
会が

い

社し
ゃ

と
の
契け

い

約や
く

期き

間か
ん

が
切き

れ
て
し
ま
い
、
事じ

実じ
つ

上じ
ょ
うの
歌か

手し
ゅ

生せ
い

命め
い

を
終お

わ
ら
せ

て
し
ま
っ
た
。

　

ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
に
は
《
こ

の
年と

し

、
公こ

う

演え
ん

活か
つ

動ど
う

で
渡と

航こ
う

し

た
ブ
ラ
ジ
ル
で
原げ

ん

因い
ん

不ふ

明め
い

の

血け
つ

液え
き

病び
ょ
うに
か
か
り
、
何な

ん

度ど

も

手し
ゅ

術じ
ゅ
つを
受う

け
た
結け

っ

果か

、
声こ

え

が

荒あ

れ
、
さ
ら
に
興こ

う

行ぎ
ょ
う

主し
ゅ

の
ミ

ス
で
日に

本ほ
ん

へ
戻も

ど

れ
な
く
な
り
、

約や
く

１
年ね

ん

半は
ん

足あ
し

止ど

め
を
食く

ら
う

と
い
う
不ふ

幸こ
う

な
事じ

件け
ん

に
見み

舞ま

わ
れ
る
。
こ
の
た
め
、
帰き

国こ
く

後ご

に
は
せ
っ
か
く
結む

す

ん
だ
キ
ン

グ
と
の
専せ

ん

属ぞ
く

契け
い

約や
く

が
切き

れ
て

お
り
、
結け

っ

局き
ょ
く「
湖こ

畔は
ん

の
灯あ

か

り
」

が
レ
コ
ー
ド
歌か

手し
ゅ

と
し
て
最さ

い

後ご

の
曲き

ょ
く

と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
後ご

は
、
ラ
ジ
オ
東と

う

京き
ょ
う

開か
い

ラ
」（
松ま

つ

平ひ
ら

晃あ
き
ら、
作さ

く

詞し

・
作さ

っ

曲き
ょ
く）
だ
。

　

パ
ラ
ナ
州し

ゅ
うの
テ
ー
ラ
・
ロ
ッ

シ
ャ
（
赤あ

か

土つ
ち

）
の
ホ
コ
リ
（
Ｐ

ｏ
ｅ
ｉ
ｒ
ａ
）
の
こ
と
を
う

た
っ
た
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
曲

き
ょ
く

だ
。

「
ポ
エ
ラ
の
歌

う
た

」（
作

さ
く

詞し

・
作

さ
っ

曲
き
ょ
く

＝
松

ま
つ

平
だ
い
ら

晃
あ
き
ら

）

（
１
）
ポ
エ
ラ

　
ポ
エ
ラ

　

真ま

っ
赤か

な
ポ
エ
ラ

　
ポ
エ
ラ

　

ポ
エ
ラ

　
困

こ
ま

っ
た
ポ
エ
ラ

カ
ー
ロ
（
車

く
る
ま

）
が
走

は
し

れ
ば

　

走
は
し

っ
た
あ
と
か
ら

　
真ま

っ
赤か

な
ポ
エ
ラ
が

　
も
く
も
く
上あ

が
っ
て

　
何

な
に

も
見み

え
ぬ

　
ほ

ん
と
に
ま
っ
た
く

　
困

こ
ま

っ
た

ポ
エ
ラ

（
２
）
ポ
エ
ラ

　
ポ
エ
ラ

　

真ま

っ
赤か

な
ポ
エ
ラ

　
ポ
エ
ラ

　

ポ
エ
ラ

　
困

こ
ま

っ
た
ポ
エ
ラ

雨
あ
め

が
ち
ょ
と
降ふ

り
ゃ
道

み
ち

と
い

う
道

み
ち

　
あ
ち
ら
も
こ
ち
ら
も

　

つ
る
つ
る
滑

す
べ

っ
て

　
ど
う
に

博は
く

し
て
い
た
。
ブ
ラ
ジ
ル
Ｒ

Ｃ
Ａ
に
て
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
を

行お
こ
ない

、
そ
の
際さ

い

に
、
本ほ

ん

当と
う

か

ど
う
か
確か

く

認に
ん

の
し
よ
う
も
な

い
が
、「
ル
イ
ス
・
ゴ
ン
ザ
ガ

直じ
き
じ
き々

に
本ほ

ん

場ば

の
バ
イ
オ
ン
の

指し

導ど
う

を
受う

け
た
」
と
い
う
。

　
ル
イ
ス
・
ゴ
ン
ザ
ガ
と
い
い

え
ば
、
ブ
ラ
ジ
ル
人じ

ん

な
ら
誰だ

れ

で
も
知し

っ
て
い
る
「
バ
イ
ヨ
ン

王お
う

（R
ei do Baião

）」
と

呼よ

ば
れ
る
北ほ

く

東と
う

伯は
く

音お
ん

楽が
く

の
超

ち
ょ
う

有ゆ
う

名め
い

作さ
っ

曲き
ょ
く

家か

に
し
て
歌か

手し
ゅ

、

サ
ン
フ
ォ
ー
ナ
演え

ん

奏そ
う

家か

だ
。

　

生い
く

田た

恵け
い

子こ

は
１
９
５
２
年ね

ん

に
帰き

国こ
く

後ご

、「
東と

う

京き
ょ
うバ
イ
ヨ
ン
」

他ほ
か

、
ブ
ラ
ジ
ル
独ど

く

自じ

の
「
バ

イ
ヨ
ン
」
の
リ
ズ
ム
の
曲き

ょ
く

を

次つ
ぎ
つ
ぎ々

に
日に

本ほ
ん

で
ヒ
ッ
ト
さ
せ

た
。

　

１
９
９
９
年ね

ん

１
０
月が

つ

２
１

日に
ち

に
発は

つ

売ば
い

さ
れ
た
復ふ

っ

刻こ
く

版ば
ん

ア
ル
バ
ム
『
東と

う

京き
ょ
うバ
イ
ヨ
ン

娘む
す
め』（
生い

く

田た

恵け
い

子こ

、
Ｖ
Ｉ
Ｃ

Ｇ
―
６
０
２
２
７
／
）
に
は

「
パ
ラ
イ
ー
バ
」（
１
９
５
１

年ね
ん

１
１
月が

つ

ブ
ラ
ジ
ル
録ろ

く

音お
ん

）、

「
復ふ

く

讐し
ゅ
う」（

５
１
年ね

ん

１
１
月が

つ

ブ
ラ
ジ
ル
録ろ

く

音お
ん

）、「
バ
イ
ヨ

ン
踊お

ど

り
」（
５
１
年ね

ん

１
１
月が

つ

ブ
ラ
ジ
ル
録ろ

く

音お
ん

）、「
リ
オ
か

ら
来き

た
女お

ん
な

」（
５
２
年ね

ん

５
月が

つ

１
４
日か

録ろ
く

音お
ん

）、「
恋こ

い

の
花は

な

咲さ

く
サ
ン
パ
ウ
ロ
」（
５
３
年ね

ん

１

月が
つ

発は
つ

売ば
い

）
な
ど
が
収お

さ

め
ら
れ

て
い
る
。
５
２
、３
年ね

ん

当と
う

時じ

に

こ
れ
だ
け
ブ
ラ
ジ
ル
推お

し
の

音お
ん

楽が
く

を
売う

り
出だ

し
た
流

り
ゅ
う

行こ
う

歌か

手し
ゅ

が
い
た
と
い
う
存そ

ん

在ざ
い

自じ

体た
い

が
ス
ゴ
イ
。

　

同ど
う

『
芸げ

い

能の
う

史し

』
で
は
当と

う

時じ

当と
う

地ち

で
レ
コ
ー
ド
生せ

い

産さ
ん

を
し

て
い
た
大お

お

手て

「
カ
ー
ザ
小お

野の

商し
ょ
う

会か
い

」
の
レ
コ
ー
ド
部ぶ

調し
ら

べ

と
し
て
、
以い

下か

の
記き

述じ
ゅ
つを
見み

つ
け
た
。
同ど

う

商し
ょ
う

会か
い

が
邦ほ

う

楽が
く

盤ば
ん

レ
コ
ー
ド
の
発は

つ

売ば
い

を
開か

い

始し

し

た
の
は
、
１
９
５
０
年ね

ん

か
ら
。

ま
ず
は
日に

本ほ
ん

ビ
ク
タ
ー
が
提て

い

供き
ょ
うす
る
楽が

っ

曲き
ょ
くか
ら
始は

じ

め
、
中な

か

で
も
Ｓ
Ｐ
（
シ
ン
グ
ル
）
盤ば

ん

で
は
、
江え

戸ど

川が
わ

蘭ら
ん

子こ

、
藤ふ

じ

沢さ
わ

蘭ら
ん

子こ

に
よ
る
有ゆ

う

名め
い

な
タ
ン

ゴ
曲

き
ょ
く

集し
ゅ
う
が
１
９
５
０
年ね

ん

に

発は
つ

売ば
い

さ
れ
、
５
５
年ね

ん

ま
で
に

５
万ま

ん

７
千せ

ん

枚ま
い

の
記き

録ろ
く

を
作つ

く

っ

た
。
こ
れ
を
破や

ぶ

っ
た
の
が
生い

く

田た

恵け
い

子こ

だ
っ
た
。

　
《
生い

く

田た

恵け
い

子こ

の
「
バ
イ
ォ
ン・

デ
・
ド
ス
」
と
「
ヴ
ィ
ン
ガ
ン

サ
」、「
パ
ラ
イ
ー
バ
・
ム
リ
ェ

合
がっ

唱
しょう

歌
か

「幸
しあわ

せがいっぱい（会
あい

田
だ

尚
しょう

一
いち

作
さく

詩
し

）」を歌
うた

っている様
よう

子
す

ー
ル
・
マ
ッ
シ
ョ
」
と
「
東と

う

京き
ょ
う

の
門も

ん

」
に
よ
っ
て
（
こ
の
記き

録ろ
く

は
）
軽か

る

く
破や

ぶ

ら
れ
ま
し
た
。

　

生い
く

田た

恵け
い

子こ

は
ビ
ク
タ
ー
の

専せ
ん

属ぞ
く

歌か

手し
ゅ

。
帰き

国こ
く

旅り
ょ

費ひ

捻ね
ん

出し
ゅ
つ

で
い
ろ
い
ろ
と
コ
ロ
ニ
ア
の
話わ

題だ
い

と
な
っ
た
三み

浦う
ら

愛あ
い

蓄ち
く

堂ど
う

招し
ょ
う

聘へ
い

の
「
松ま

つ

平だ
い
ら

晃あ
き
ら

芸げ
い

能の
う

団だ
ん

」
の

一い
ち

員い
ん

（
他ほ

か

に
浅あ

さ

草く
さ

〆し
め

香か

、
隆た

か

の
家い

え

万ま
ん

龍り
ゅ
う、
隆た

か

の
家い

え

栄え
い

龍り
ゅ
う、

芙ふ

蓉よ
う

軒け
ん

麗れ
い

花か

、
中な

か

川が
わ

加か

奈な

女め

な
ど
）
と
し
て
来ら

い

聖せ
い

し
た
の

を
記き

念ね
ん

、
当と

う

商し
ょ
う

会か
い

が
サ
ン
パ

ウ
ロ
で
録ろ

く

音お
ん

、
発は

つ

売ば
い

し
た
も

の
で
す
。

　

前ぜ
ん

者し
ゃ

の
「
バ
イ
オ
ン
…
…
」

は
発は

つ

売ば
い

後ご

僅わ
ず

か
七な

な

か
月げ

つ

間か
ん

で

三さ
ん

万ま
ん

三さ
ん

千ぜ
ん

枚ま
い

、
後こ

う

者し
ゃ

の
「
パ

ラ
イ
ー
バ
…
」
も
同ど

う

期き

間か
ん

の

売う
り

上あ

げ
は
二に

万ま
ん

七な
な

千せ
ん

枚ま
い

と
い

う
驚

き
ょ
う

異い

的て
き

な
も
の
で
、
各か

く

地ち

か
ら
の
注

ち
ゅ
う

文も
ん

殺さ
っ

到と
う

に
プ
レ
ス

が
間ま

に
合あ

わ
ず
、
プ
レ
ス
工こ

う

程て
い

を
三さ

ん

交こ
う

代た
い

、
一い

ち
に
ち日
二に

十じ
ゅ
う

四よ

時じ

間か
ん

操そ
う

業ぎ
ょ
うに
よ
り
、
よ
う
や

く
注

ち
ゅ
う

文も
ん

に
応お

う

じ
た
ほ
ど
で
し

た
。

　

三み

浦う
ら

愛あ
い

蓄ち
く

堂ど
う

に
よ
る
「
レ

コ
ー
ド
・
フ
ァ
ン
芸げ

い

能の
う

競き
ょ
う

演え
ん

大た
い

会か
い

」
の
成せ

い

績せ
き

が
興こ

う

行ぎ
ょ
う

元も
と

の

思お
も

惑わ
く

を
大お

お

き
く
下し

た

回ま
わ

り
、
こ

の
た
め
一い

っ

行こ
う

の
帰き

国こ
く

旅り
ょ

費ひ

が

調ち
ょ
う

達た
つ

で
き
ず
〝
立た

ち

往お
う

生じ
ょ
う〟
し

て
い
る
、
と
い
う
現げ

ん

実じ
つ

が
同ど

う

情じ
ょ
うを
呼よ

び
、
あ
る
程て

い

度ど

に
せ

よ
売う

り

上あ

げ
に
影え

い

響き
ょ
うを
与あ

た

え
た

も
の
と
も
思お

も

わ
れ
ま
す
。な
お
、

「
東と

う

京き
ょ
うの
門も

ん

」
を
除の

ぞ

く
前ぜ

ん

記き

三さ
ん

曲き
ょ
くの
歌か

詞し

（
訳や

く

）
は
詩し

人じ
ん

の
古ふ

る

野の

菊き
く

生お

氏し

に
よ
る
も
の

で
し
た
》

　
「
三み

浦う
ら

愛あ
い

蓄ち
く

堂ど
う

」
と
は
、

戦せ
ん

前ぜ
ん

か
ら
聖せ

い

市し

に
あ
っ
た
日に

本ほ
ん

の
中

ち
ゅ
う

古こ

レ
コ
ー
ド
の
再さ

い

販は
ん

売ば
い

店て
ん

の
大お

お

手て

。《
嫁よ

め

を
や
る
に

も
貰も

ら

う
に
も　

先ま

ず
は
蓄ち

く

音お
ん

機き

の
あ
る
家か

庭て
い

》
を
売う

り
文も

ん

句く

に
し
て
、
自じ

主し
ゅ

レ
ー
ベ
ル

を
作つ

く

る
ぐ
ら
い
の
勢い

き
お
い
が
あ

り
、
独ど

く

自じ

に
芸げ

い

能の
う

団だ
ん

を
招し

ょ
うへ

い
し
た
。

　

日に

本ほ
ん

で
出で

た
復ふ

っ

刻こ
く

版ば
ん

に
収

し
ゅ
う

録ろ
く

さ
れ
た
「
ブ
ラ
ジ
ル
録ろ

く

音お
ん

」

は
、
こ
の
カ
ー
ザ
小お

野の

商し
ょ
う

会か
い

の
レ
コ
ー
ド
が
音お

ん

源げ
ん

だ
ろ
う
。

　

た
だ
し
ポ
語ご

で
い
く
ら
生い

く

田た

恵け
い

子こ

と
ル
イ
ス
・
ゴ
ン
ザ

ガ
の
関か

ん

係け
い

を
検け

ん

索さ
く

し
て
も「
ル

イ
ス
・
ゴ
ン
ザ
ガ
直じ

き
じ
き々

に
本ほ

ん

場ば

の
バ
イ
オ
ン
の
指し

導ど
う

を
受う

け
た
」
と
い
う
記き

述じ
ゅ
つは
出で

て

こ
な
い
。
単た

ん

に
「
生い

く

田た

恵け
い

子こ

が
日に

本ほ
ん

語ご

版ば
ん

を
カ
バ
ー
し
て

録ろ
く

音お
ん

し
た
」
だ
け
だ
。
指し

導ど
う

う
ん
ぬ
ん
は
怪あ

や

し
い
か
も
し

れ
な
い
。

　

た
だ
し
、
ブ
ラ
ジ
ル
Ｒ
Ｃ

Ａ
は
北ほ

く

米べ
い

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に

本ほ
ん

社し
ゃ

を
置お

く
録ろ

く

音お
ん

会が
い

社し
ゃ

で
、

ビ
ク
タ
ー
傘さ

ん

下か

に
あ
っ
た
。

１
９
４
０
年ね

ん

代だ
い

初は
じ

め
に
、
ネ

ル
ソ
ン
・
ゴ
ン
サ
ル
ベ
ス
（
ブ

ラ
ジ
ル
歴れ

き

代だ
い

２
位い

の
レ
コ
ー

ド
売う

り
上あ

げ
記き

録ろ
く

を
持も

つ
超

ち
ょ
う

有ゆ
う

名め
い

歌か

手し
ゅ

・
作さ

っ

曲き
ょ
く

家か

）
や
ル

イ
ス
・
ゴ
ン
ザ
ガ
と
専せ

ん

属ぞ
く

契け
い

約や
く

を
し
て
い
た
。
カ
ー
ザ
小お

野の

商し
ょ
う

会か
い

は
日に

本ほ
ん

ビ
ク
タ
ー
と

契け
い

約や
く

が
あ
っ
た
の
で
、
何な

ん

ら

か
の
ア
ー
チ
ス
ト
同ど

う

志し

の
交こ

う

流り
ゅ
うが
あ
っ
て
も
お
か
し
く
は
な

い
。

　

ネ
ッ
ト
検け

ん

索さ
く

す
る
と
「
バ

イ
ヨ
ン
踊お

ど

り
」
と
い
う
タ
イ

ト
ル
の「Baião de D

ois

」

（
作さ

く

詞し

・
作さ

っ

曲き
ょ
くル
イ
ス
・
ゴ

ン
ザ
ガ
、
ウ
ン
ベ
ル
ト
・
テ

イ
シ
ェ
イ
ラ
）
の
日に

本ほ
ん

語ご

版ば
ん

が
見み

つ
か
っ
た
。（og

lob
o.

g
lo

b
o

.co
m

/cu
ltu

r -
a/30-anos-sem

-gon-
zag

ao
-d

e-b
aiao

-ja-
p

on
es-p

lagio-am
er-

ican
o-versoes-cu

ri-
osas-de-hits-do-san-
foneiro-23849526

）

　

こ
の
グ
ロ
ー
ボ
電で

ん

子し

版ば
ん

記き

事じ

よ
れ
ば
、
生い

く

田た

恵け
い

子こ

が
録ろ

く

音お
ん

し
た
の
は
ル
イ
ス
・
ゴ
ン
ザ

ガ
の
ヒ
ッ
ト
曲き

ょ
く

「 Paraíba 
M

asculina

」
と
「Baião 

d
e D

ois

」
の
歌か

詞し

を
日に

本ほ
ん

語ご

版ば
ん

に
替か

え
た
も
の
。
そ
の

翻ほ
ん

訳や
く

を
、
古ふ

る

野の

菊き
く

生お

が
や
っ

た
の
だ
と
言い

う
の
で
、
余よ

計け
い

に
興

き
ょ
う

味み

深ぶ
か

い
。

　

古ふ
る

野の

菊き
く

生お

は
早わ

稲せ

田だ

大だ
い

学が
く

仏ふ
つ

文ぶ
ん

科か

卒そ
つ

業ぎ
ょ
う

後ご

に
移い

住じ
ゅ
うし
た

イ
ン
テ
リ
で
、
１
９
３
７
年ね

ん

に
創そ

う

刊か
ん

さ
れ
た
コ
ロ
ニ
ア
初は

つ

の
文ぶ

ん

芸げ
い

誌し

「
地ち

平へ
い

線せ
ん

」
の
主し

ゅ

要よ
う

メ
ン
バ
ー
。
翻ほ

ん

訳や
く

が
得と

く

意い

で
、

戦せ
ん

後ご

は
リ
オ
日に

っ

本ぽ
ん

国こ
く

大た
い

使し

館か
ん

勤き
ん

務む

後ご

、
帰き

国こ
く

し
て
京

き
ょ
う

都と

外が
い

語ご

大だ
い

で
講こ

う

師し

を
務つ

と

め
た
人じ

ん

物ぶ
つ

だ
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
１
９
５ 

２
年ね

ん

に
日に

本ほ
ん

で
流

り
ゅ
う

行こ
う

歌か

歌か

手し
ゅ

が
、
あ
の
ル
イ
ス
・
ゴ
ン
ザ

ガ
の
カ
バ
ー
曲き

ょ
く
を
ヒ
ッ
ト
さ
せ

て
い
た
と
い
う
事じ

実じ
つ

が
ス
ゴ

イ
。

　

松ま
つ

平だ
い
ら

晃あ
き
らの
「
ポ
エ
ラ
」
は

忘わ
す

れ
去さ

ら
れ
た
が
、
生い

く

田た

恵け
い

子こ

の
歌う

た

っ
た「
バ
イ
ヨ
ン
踊お

ど

り
」

は
復ふ

っ

刻こ
く

版ば
ん

が
出だ

さ
れ
て
い
る
。

軍ぐ
ん

歌か

「
戦せ

ん

友ゆ
う

」
の
替か

え
歌う

た

「
老お

い
た
る
開か

い

拓た
く

者し
ゃ

の
歌う

た

」

　

最さ
い

後ご

に
忘わ

す

れ
た
く
な
い
替か

え
歌う

た

を
紹

し
ょ
う

介か
い

し
た
い
。

　
「
こ
こ
は
お
国く

に

を
何な

ん

百び
ゃ
く

里り

～
」
と
い
う
軍ぐ

ん

歌か

「
戦せ

ん

友ゆ
う

」

を
コ
ロ
ニ
ア
版ば

ん

替か

え
歌う

た

に
し

て
「
こ
こ
は
お
国く

に

を
何な

ん

万ま
ん

里り　

は
な
れ
て
遠と

お

き
ブ
ラ
ジ

ル
の　

赤あ
か

い
夕ゆ

う

日ひ

に
照て

ら
さ

れ
て　

友と
も

は
野の

末ず
え

の
石い

し

の
下し

た

」

と
歌う

た

う
「
老お

い
た
る
開か

い

拓た
く

者し
ゃ

の
歌う

た

」（
ア
リ
ア
ン
サ
、
萩は

ぎ

原わ
ら

彦ひ
こ

四し

郎ろ
う

作さ
く

）
だ
。
戦せ

ん

前ぜ
ん

の
植

し
ょ
く

民み
ん

地ち

で
は
よ
く
歌う

た

わ
れ
て
い

た
と
い
う
。

　

２
２
番ば

ん

ま
で
の
歌か

詞し

を
辿た

ど

る
と
初し

ょ

期き

移い

民み
ん

の
苦く

労ろ
う

が
行

ぎ
ょ
う

間か
ん

に
き
ざ
み
こ
ま
れ
て
お
り
、

涙な
み
だな
し
に
は
歌う

た

え
な
い
傑け

っ

作さ
く

だ
。
サ
イ
ト
に
は
全ぜ

ん

歌か

詞し

を

掲け
い

載さ
い

し
た
。
同ど

う

船せ
ん

者し
ゃ

会か
い

や
植

し
ょ
く

民み
ん

地ち

出し
ゅ
っ

身し
ん

者し
ゃ

懇こ
ん

談だ
ん

会か
い

の
折お

り

な

ど
に
、
ぜ
ひ
声こ

え

に
出だ

し
て
合が

っ

唱し
ょ
うし
て
み
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　

☆

　

中な
か

村む
ら

八は
ち

大だ
い

、
松ま

つ

平だ
い
ら

晃あ
き
ら、
生い

く

田た

恵け
い

子こ

ら
は
実じ

っ

際さ
い

の
ブ
ラ
ジ

ル
体た

い

験け
ん

を
も
と
に
、
日に

っ

伯ぱ
く

音お
ん

楽が
く

史し

に
刻き

ざ

ま
れ
る
楽が

っ

曲き
ょ
くを
残の

こ

し
た
。
こ
れ
を
機き

に
、
い
ろ
い

ろ
な
機き

会か
い

に
こ
れ
ら
曲き

ょ
く

が
歌う

た

わ
れ
て
も
い
い
の
で
は
。
い
ず

れ
は
独ど

く

唱し
ょ
う

歌か

「
ブ
ラ
ジ
ル
の

歌う
た

（
徳と

く

満み
つ

悦え
つ

子こ

作さ
く

詩し

）」
の

方ほ
う

も
復ふ

っ

活か
つ

し
て
ほ
し
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
深ふ

か

）

エ
ラ
」

　

中な
か

村む
ら

八は
ち

大だ
い

が
１
９
６
７
年ね

ん

に
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

に
曲き

ょ
く

を
贈お

く

っ
て

く
れ
る
前ま

え

に
、
日に

本ほ
ん

の
有ゆ

う

名め
い

歌か

手し
ゅ

が
ブ
ラ
ジ
ル
の
た
め
に

作つ
く

っ
て
く
れ
た
が
、
今い

ま

で
は
忘わ

す

れ
ら
れ
て
い
る
名め

い

曲き
ょ
くが

あ
る
。

　

国こ
く

外が
い

就し
ゅ
う

労ろ
う

者し
ゃ

情じ
ょ
う

報ほ
う

援え
ん

護ご

セ

ン
タ
ー
（
Ｃ
Ｉ
Ａ
Ｔ
Ｅ
）
の

専せ
ん

務む

理り

事じ

を
０
７
年ね

ん

ま
で
３

年ね
ん

間か
ん

務つ
と

め
た
田た

尻じ
り

慶け
い

一い
ち

さ
ん

か
ら
教お

し

え
て
も
ら
っ
た
「
ポ
エ

も
な
ら
ぬ

　
ほ
ん
と
に
ま
っ

た
く

　
困

こ
ま

っ
た
ポ
エ
ラ

（
３
）
そ
れ
で
も
私

わ
た
し

は
思

お
も

い

出だ

す
　
真ま

っ
赤か

な
　
真ま

っ
赤か

な
あ
の
ポ
エ
ラ

　
服

ふ
く

に
も
シ

ャ
ツ
に
も
帽

ぼ
う

子し

に
も

　
ポ
エ

ラ
の
し
み
が
残

の
こ

っ
て
る

　
レ

ン
ブ
ラ
ン
サ
（
思

お
も

い
出で

）
が

残
の
こ

っ
て
る

　

松ま
つ

平だ
い
ら

晃あ
き
ら（
１
９
１
１
―

１ 

９
６
１
年ね

ん

、
佐さ

賀が

県け
ん

出し
ゅ
っ

身し
ん

）
は
昭

し
ょ
う

和わ

期き

の
流

り
ゅ
う

行こ
う

歌か

か歌

手し
ゅ

。
特と

く

に
戦せ

ん

前ぜ
ん

１
９
３
５
年ね

ん

頃ご
ろ

は
、
テ
イ
チ
ク
の
藤ふ

じ

山や
ま

一い
ち

郎ろ
う

、
ポ
リ
ド
ー
ル
の
東し

ょ
う
じ

海
林

太た

郎ろ
う

と
並な

ら

び
、
流

り
ゅ
う

行こ
う

歌か

の

一い
ち

時じ

代だ
い

を
築き

ず

き
上あ

げ
た
。
一い

ち

番ば
ん

の
代だ

い

表ひ
ょ
う

曲き
ょ
くは
「
サ
ー
カ
ス

の
唄う

た

」（
１
９
３
３
年ね

ん

、
作さ

く

詞し

：
西さ

い

條じ
ょ
う

八や

十そ

／
作さ

っ

曲き
ょ
く

：
古こ

賀が

政ま
さ

男お

」
あ
た
り
だ
ろ
う
。

　

彼か
れ

は
終

し
ゅ
う

戦せ
ん

す
ぐ
の

１
９
５
０
年ね

ん

に
キ
ン
グ
レ
コ

局き
ょ
くと

と
も
に
始は

じ

ま
っ
た
「
素し

ろ

人う
と

の
ど
自じ

慢ま
ん

」
の
審し

ん

査さ

員い
ん

を

務つ
と

め
た
り
し
た
。
そ
し
て
、

後こ
う

進し
ん

の
指し

導ど
う

に
傾け

い

注ち
ゅ
うす

る
よ

う
に
な
っ
て
い
く
》

　

だ
い
た
い
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
講こ

う

和わ

条じ
ょ
う

約や
く

調ち
ょ
う

印い
ん

が

１
９
５
１
年ね

ん

９
月が

つ

。
戦せ

ん

後ご

初は
つ

の
総そ

う

領り
ょ
う

事じ

・
石い

し

黒ぐ
ろ

四し

郎ろ
う

着ち
ゃ
く

任に
ん

が
そ
の
年と

し

の
１
２
月が

つ

、
戦せ

ん

後ご

初は
つ

の
大た

い

使し

・
君き

み

塚づ
か

慎し
ん

着ち
ゃ
く

任に
ん

が
５
２
年ね

ん

９
月が

つ

だ
。
そ
ん

な
５
１
年ね

ん

１
月が

つ

に
日に

っ

伯ぱ
く

毎ま
い

日に
ち

新し
ん

聞ぶ
ん

社し
ゃ

が
「
第だ

い

１
回か

い

芸げ
い

能の
う

使し

節せ
つ

団だ
ん

」
と
し
て
東し

ょ
う
じ

海
林
太た

郎ろ
う

、
勝か

つ

太た

郎ろ
う

、
豊と

よ

吉き
ち

、
篠し

の

田だ

実み
の
る

父ふ

子し

を
招し

ょ
うへ
い
、
６
月が

つ

に
は

「
第だ

い

２
回か

い

」
と
し
て
古こ

賀が

正ま
さ

男お

一い
っ

行こ
う

お
よ
び
虎と

ら

造ぞ
う

、
市い

ち

丸ま
る

ら
が
来ら

い

伯は
く

し
た
。

　

そ
れ
に
加く

わ

え
て
、
三み

浦う
ら

愛あ
い

蓄ち
く

堂ど
う

が
５
１
年ね

ん

後こ
う

半は
ん

に
松ま

つ

平だ
い
ら

晃あ
き
らを
団だ

ん

長ち
ょ
うと
す
る
芸げ

い

能の
う

団だ
ん

を

松
まつ

平
だいら

晃
あきら

（本
ほん

人
にん

撮
さつ

影
えい

 [Public domain]）

や
く
帰き

国こ
く

》（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版は

ん

２
、

５
６
Ｐ
）
と
あ
る
。

殿と
の

様さ
ま

キ
ン
グ
ス
が
迷め

い

曲き
ょ
く「

ブ

ラ
ジ
ル
音お

ん

頭ど

」

　
こ
の
他ほ

か

、
田た

尻じ
り

慶け
い

一い
ち

さ
ん
か

ら
は
「
殿と

の

様さ
ま

キ
ン
グ
ス
が
『
ブ

ラ
ジ
ル
音お

ん

頭ど

』を
歌う

た

っ
て
い
た
」

と
も
教お

し

え
て
も
ら
っ
た
。
最さ

い

初し
ょ

は
「
な
み
だ
の
操み

さ
お
」
で
有ゆ

う

名め
い

な
殿と

の

様さ
ま

キ
ン
グ
ス
が
、
本ほ

ん

当と
う

に
ブ
ラ
ジ
ル
の
こ
と
を
歌う

た

っ

て
い
た
の
か
と
怪あ

や

し
ん
だ
が
、

調し
ら

べ
る
と
確た

し

か
に
実じ

つ

在ざ
い

し
た
。

作さ
く

詞し

は
井い

田だ

誠せ
い

一い
ち
、
作さ

っ

曲き
ょ
くは

利と

根ね

一い
ち

郎ろ
う

で
、
１
９
８
３
年ね

ん

発は
っ

表ぴ
ょ
うだ
か
ら
、
デ
カ
セ
ギ
ブ

ー
ム
が
始は

じ

ま
る
直

ち
ょ
く

前ぜ
ん

だ
。

　

４
番ば

ん

ま
で
あ
る
が
、
一い

ち

番ば
ん

印い
ん

象し
ょ
う

深ぶ
か

い
の
は
最さ

い

後ご

の
歌か

詞し

だ
。《
人ひ

と

食く

い
ア
マ
ゾ
ン　

ピ

ラ
ニ
ア
さ
え
も　

う
か
れ
て

い
る
。
し
か
も
「
イ
パ　

イ

パ　

イ
パ
ネ
マ
」（
リ
オ
の
有ゆ

う

名め
い

な
イ
パ
ネ
マ
海か

い

岸が
ん

）
ま
で

連れ
ん

呼こ

し
て
お
い
て
、
だ
。

　

そ
れ
に
不ふ

可か

解か
い

な
の
は「
リ

カ　

リ
カ　

リ
ベ
リ
カ
」
の

部ぶ

分ぶ
ん

だ
。
そ
れ
ら
し
い
の
は

コ
ー
ヒ
ー
豆ま

め

の
種し

ゅ

類る
い

の
「
リ
ベ

リ
カ
種し

ゅ

」
だ
。
こ
れ
は
、
ア

ラ
ビ
カ
種し

ゅ

や
ロ
ブ
ス
タ
種し

ゅ

と

と
も
に
、
コ
ー
ヒ
ー
３
原げ

ん

種し
ゅ

。

だ
が
、
世せ

界か
い

全ぜ
ん

体た
い

の
コ
ー
ヒ

ー
の
流

り
ゅ
う

通つ
う

量り
ょ
うの
１
％
に
満み

た

な
い
消

し
ょ
う

費ひ

量り
ょ
うし
か
な
く
、
３

原げ
ん

種し
ゅ

の
中な

か

で
一い

ち

番ば
ん

マ
イ
ナ
ー
な

存そ
ん

在ざ
い

。
だ
い
た
い
ブ
ラ
ジ
ル
で

は
生せ

い

産さ
ん

さ
れ
て
お
ら
ず
、
当と

う

地ち

で
は
ほ
と
ん
ど
が
ア
ラ
ビ

カ
種し

ゅ

だ
。
な
の
に
、な
ぜ
「
リ

ベ
リ
カ
」
な
の
か
？

　

そ
し
て
、
最も

っ
と

も
ポ
レ
ミ
ッ

ク
な
部ぶ

分ぶ
ん

は
、「
人ひ

と

食く

い
ア
マ

ゾ
ン
」
と
い
う
恐お

そ

れ
入い

っ
た
歌か

復
ふっ

刻
こく

版
ばん

アルバム『東
とう

京
きょう

バイヨン娘
むすめ

』

（生
いく

田
た

恵
けい

子
こ

、ＶＩＣＧ―６０２２７／

１９９９年
ねん

１０月
がつ

２１日
にち

発
はつ

売
ばい

）

殿
との

様
さま

キングスの「ブラジル音
おん

頭
ど

」

「
バ
イ
ヨ
ン
王お

う

」
ル
イ
ス
・
ゴ
ン
ザ
ガ
が
代だ

い

表
ひ
ょ
う

曲
き
ょ
く

「
ア
ー

ザ
・
ブ
ラ
ン
カ
」
を
歌う

た

っ
て
い
る
様よ

う

子す

発は
っ

表ぴ
ょ
う

会か
い

」
に
出

し
ゅ
つ

演え
ん

し
、
自み

ず
か

ら
作さ

っ

曲き
ょ
くし

た
独ど

く

唱し
ょ
う

歌か

「
ブ
ラ
ジ
ル
の
歌う

た

（
徳と

く

満み
つ

悦え
つ

子こ

作さ
く

詩し

）」
と
合が

っ

唱し
ょ
う

歌か

「
幸し

あ
わ

せ
が
い

っ
ぱ
い
（
会あ

い

田だ

尚し
ょ
う

一い
ち

作さ
く

詩し

）」
を

発は
っ

表ぴ
ょ
うし

た
６
７

年ね
ん

１
０
月が

つ

は
、

ま
さ
に
そ
の
絶ぜ

っ

頂ち
ょ
う

期き

だ
っ
た
。

　

Ａ
さ
ん
は

「
１
回か

い

目め

の
駐

ち
ゅ
う

在ざ
い

の
時と

き

、『
仕し

事ご
と

の
関か

ん

係け
い

で
ブ

ラ
ジ
ル
に
行い

く

こ
と
に
な
っ
た
』

と
父ち

ち

に
言い

っ
た

ら
、
健け

ん

康こ
う

上じ
ょ
うの

理り

由ゆ
う

で
『
行い

き

た
い
け
ど
行い

け

な
い
』
と
残ざ

ん

念ね
ん

そ
う
に
し
、『
ブ

ラ
ジ
ル
に
は
甘あ

ま
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12
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ら
れ
る
よ
う
に
、
風ふ

う

格か
く

の
あ

る
人ひ

と

に
は
敬け

い

意い

が
集あ

つ

ま
る
の

意い)

を
引い

ん

用よ
う

し
て
老ろ

う

後ご

の
心

こ
こ
ろ

構が
ま

え
を
あ
い
さ
つ
し
た
。
歳と

し

と
共と

も

に
身み

に
付つ

け
た
「
移い

民み
ん

の
極ご

く

意い

」
と
も
い
え
る
無む

心し
ん

な
所し

ょ

作さ

が
、
な
に
げ
な
い
日に

本ほ
ん

舞ぶ

踊よ
う

一ひ
とつ
に
現あ

ら
わ

れ
て
い
た
？

　
　
　
　
　

◎

　

日に
っ

本ぽ
ん

財ざ
い

団だ
ん

（
東と

う

京き
ょ
う

都と

）
の

　

ブ
ラ
ジ
ル
熟

じ
ゅ
く

年ね
ん

ク
ラ
ブ
連れ

ん

合ご
う

会か
い

（
上う

え

野の

美み

佐さ

雄お

会か
い

長ち
ょ
う）
は
第だ

い

４
３
回か

い

熟じ
ゅ
く

年ね
ん

ク
ラ
ブ
芸げ

い

能の
う

祭さ
い

』（
中な

か

川が
わ

浩ひ
ろ

己み

実じ
っ

行こ
う

委い

員い
ん

長ち
ょ
う）
を
７
月が

つ

２
８
日に

ち

に
聖せ

い

市し

の
静し

ず

岡お
か

県け
ん

人じ
ん

会か
い

館か
ん

で
開か

い

催さ
い

し
、朝あ

さ

８
時じ

か
ら
８
３
組く

み

の
演え

ん

目も
く

が
分ふ

ん

刻き
ざ

み
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
さ
れ
、

２
０
０
人に

ん

以い

上じ
ょ
うが
舞ぶ

台た
い

に
上あ

が
っ
て
１
年ね

ん

間か
ん

の
練れ

ん

習し
ゅ
うの
成せ

い

果か

を
元げ

ん

気き

に
披ひ

露ろ
う

し
た
。
午ご

前ぜ
ん

１
１
時じ

過す

ぎ
か
ら
は
、「
上う

え

を

向む

い
て
歩あ

る

こ
う
」
で
有ゆ

う

名め
い

な
中な

か

村む
ら

八は
ち

大だ
い

が
コ
ロ
ニ
ア
の
た
め
に
作さ

っ

曲き
ょ
くし
た
合が

っ

唱し
ょ
う

曲き
ょ
く「
幸し

あ
わせ
が
い
っ
ぱ
い
」（
会あ

い

田だ

尚し
ょ
う

一い
ち

作さ
く

詩し

）
が
、
塾

じ
ゅ
く

連れ
ん

コ
ー
ラ
ス
教

き
ょ
う

室し
つ

（
足あ

立だ
ち

弘ひ
ろ

子こ

さ
ん
指し

導ど
う

）
に
よ
っ
て
数す

う

十じ
ゅ
う

年ね
ん

ぶ
り
に
歌う

た

わ
れ
た
。

笹さ
さ

川が
わ

陽よ
う

平へ
い

会か
い

長ち
ょ
うは
６
月が

つ

２
９

日に
ち

に
日に

本ほ
ん

を
発た

ち
、
３
０
～

７
月が

つ

１
０
日か

ま
で
伯は

っ

国こ
く

に
滞た

い

在ざ
い

し
、
各か

く

地ち

で
政せ

い

治じ

家か

と
の

会か
い

合ご
う

や
医い

療り
ょ
う

機き

関か
ん

の
訪ほ

う

問も
ん

、

メ
デ
ィ
ア
出

し
ゅ
つ

演え
ん

な
ど
を
通と

お

し

て
ハ
ン
セ
ン
病

び
ょ
う

制せ
い

圧あ
つ

運う
ん

動ど
う

を

行お
こ
な

っ
て
い
た
と
い
う
。
７
日か

に
は
サ
ン
パ
ウ
ロ
日に

っ

伯ぱ
く

援え
ん

護ご

協き
ょ
う

会か
い

の
与よ

儀ぎ

上う
え

原は
ら

昭あ
け

雄お

会か
い

本ほ
ん

語ご

普ふ

及き
ゅ
う

会か
い

主し
ゅ

催さ
い

の
「
ホ
ー

ム
ソ
ン
グ
発は

っ

表ぴ
ょ
う

会か
い

」
に
出

し
ゅ
つ

演え
ん

し
、
自み

ず
か
ら
作さ

っ

曲き
ょ
くし
た
独ど

く

唱し
ょ
う

歌か

「
ブ
ラ
ジ
ル
の
歌う

た

（
徳と

く

満み
つ

悦え
つ

子こ

作さ
く

詩し

）」
と
合が

っ

唱し
ょ
う

歌か

「
幸し

あ
わ

せ
が
い
っ
ぱ
い
（
会あ

い

田だ

尚し
ょ
う

一い
ち

作さ
く

詩し

）」
を
発は

っ

表ぴ
ょ
うし
た
。

　

こ
の
２
曲き

ょ
く
の
作さ

っ

曲き
ょ
くを
依い

頼ら
い

し
た
鈴す

ず

木き

正ま
さ

威た
け

さ
ん
は
中な

か

村む
ら

八は
ち

大だ
い

と
、
青チ

ン

島タ
オ

の
小

し
ょ
う

学が
っ

校こ
う

時じ

代だ
い

の
同ど

う

級き
ゅ
う

生せ
い

。
の
ち
に
ブ
ラ

ジ
ル
移い

住じ
ゅ
うし
て
日に

本ほ
ん

語ご

普ふ

及
き
ゅ
う

会か
い

で
働は

た
ら
い
て
い
た
鈴す

ず

木き

さ
ん

は
、
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

で
愛あ

い

唱し
ょ
うさ
れ

る
ホ
ー
ム
ソ
ン
グ
（
故ふ

る

郷さ
と

の

歌う
た

）
を
作つ

く

る
こ
と
を
思お

も

い
立た

ち
、
詩し

を
コ
ロ
ニ
ア
で
公こ

う

募ぼ

し

て
、
作さ

く

詞し

を
旧

き
ゅ
う

友ゆ
う

に
頼た

の

ん
だ
。

鈴す
ず

木き

さ
ん
は
久ひ

さ

し
ぶ
り
に
こ

の
曲き

ょ
く
を
聞き

き
、「
懐な

つ

か
し
く
て

涙な
み
だが
出で

た
よ
。
５
０
年ね

ん

前ま
え

の

こ
と
を
思お

も

い
出だ

し
た
」
と
目め

頭が
し
らを
押お

さ
え
た
。

　

当と
う

日じ
つ

は
遠え

ん

路ろ

、
イ
タ
ペ
チ

ニ
ン
ガ
千ち

歳と
せ

会か
い

、
イ
ン
ダ
イ

ア
ツ
ー
バ
新し

ん

和わ

会か
い

、
リ
ベ
イ
ロ

ン
・
プ
レ
ッ
ト
壮そ

う

寿じ
ゅ

会か
い

か
ら

も
久ひ

さ

々び
さ

に
参さ

ん

加か

が
あ
り
、
カ

ン
ピ
ー
ナ
ス
明め

い

治じ

会か
い

の
吉よ

し

村む
ら

春は
る

江え

さ
ん
（
８
１
）
も
初は

つ

参さ
ん

加か

し
、
年ね

ん

齢れ
い

を
全ま

っ
た
く
感か

ん

じ
さ

せ
な
い
切き

れ
の
あ
る
所し

ょ

作さ

を

見み

せ
、
会か

い

場じ
ょ
うを
驚お

ど
ろ
か
せ
て
い

た
。

　

開か
い
か
い会
式し

き

で
上う

え

野の

会か
い

長
ち
ょ
う

は
「
熟

じ
ゅ
く

連れ
ん

の
３
大だ

い

年ね
ん

間か
ん

行ぎ
ょ
う

事じ

の
一ひ

と
つ
。
予よ

想そ
う

し
た
３
０
０

人に
ん

を
越こ

え
る
入

に
ゅ
う

場じ
ょ
うが
あ
り
、

急き
ゅ
うき
ょ
椅い

子す

を
増ふ

や
し
て
対た

い

応お
う

し
て
い
る
。
嬉う

れ

し
い
驚お

ど
ろ
き
。

ぜ
ひ
地ち

方ほ
う

の
方か

た

も
さ
ら
に
支し

部ぶ

に
入は

い
っ
て
も
ら
い
、
日ひ

頃ご
ろ

の

鍛た
ん

錬れ
ん

の
結け

っ

果か

を
皆み

な

に
見み

せ
て

く
だ
さ
い
」
と
呼よ

び
か
け
た
。

　

サ
ン
パ
ウ
ロ
日に

っ

伯ぱ
く

援え
ん

護ご

協
き
ょ
う

会か
い

の
井い

の

上う
え

健け
ん

治じ

副ふ
く

会か
い

長ち
ょ
うの
挨あ

い

拶さ
つ

に
続つ

づ

い
て
ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

民み
ん

謡よ
う

協き
ょ
う

会か
い

の
塩し

お

野の

彰あ
き
ら

会か
い

長ち
ょ
うは

「
毎ま

い

年と
し

見み

て
い
る
が
、
皆み

な

さ
ん
上

じ
ょ
う

達た
つ

し
て
い
る
。
毎ま

い

週し
ゅ
う

練れ
ん

習し
ゅ
うに
通か

よ

っ
て
鍛た

ん

錬れ
ん

し
、
芸げ

い

を

極き
わ

め
る
生せ

い

活か
つ

を
送お

く

る
こ
と
は

人じ
ん

生せ
い

を
豊ゆ

た

か
に
す
る
。
ぜ
ひ

こ
れ
か
ら
も
続つ

づ

け
て
」
と
呼よ

び
か
け
た
。

　

参さ
ん

加か

予よ

定て
い

の
９
０
歳さ

い

以い

上
じ
ょ
う

の
高こ

う

齢れ
い

者し
ゃ

１
０
人に

ん

の
う
ち
、

そ
の
場ば

に
い
た
人ひ

と

に
記き

念ね
ん

品ひ
ん

ド
ロ
ビ
ウ
ム
等な

ど

の
蘭ら

ん

や
、
ベ
ゴ

ニ
ア
、
紫あ

じ
さ
い

陽
花
、
シ
ク
ラ
メ

来
らい

社
しゃ

した輪
わ

湖
こ

前
ぜん

会
かい

長
ちょう

、玉
たま

置
き

会
かい

長
ちょう

　

恵
め
ぐ
み

会か
い

（
玉た

ま

置き

幸さ
ち

子こ

会か
い

長ち
ょ
う）

は
「
恵

め
ぐ
み

会か
い

祭ま
つ

り
」
を
１
７
日に

ち

午ご

後ご

６
時じ

か
ら
、
聖せ

い

州し
ゅ
うペ
レ

イ
ラ
・
バ
レ
ッ
ト
市し

の
同ど

う

文ぶ
ん

化か

体た
い

育い
く

協き
ょ
う

会か
い

会か
い

館か
ん

（R
u

a 
H

a
jim

e F
u

jim
o

to
, 

9
5

6
, P

e
re

ira B
a

r -
reto

）
に
て
開か

い

催さ
い

す
る
。

　

午ご

後ご

６
時じ

か
ら
食

し
ょ
く

品ひ
ん

や
手し

ゅ

工こ
う

芸げ
い

品ひ
ん

の
販は

ん

売ば
い

を
始は

じ

め
、
７

時じ

か
ら
恵

め
ぐ
み

会か
い

の
ダ
ン
ス
・
体た

い

操そ
う

教き
ょ
う

室し
つ

の
参さ

ん

加か

者し
ゃ

や
、
共と

も

に

活か
つ

動ど
う

す
る
市し

内な
い

の
学が

っ

校こ
う

の
生せ

い

徒と

ら
が
、
ダ
ン
ス
の
シ
ョ
ー
を

行お
こ
なう
。

　

会か
い

場じ
ょ
うで
は
弓ゆ

場ば

農の
う

場じ
ょ
うの
新し

ん

鮮せ
ん

な
果く

だ

物も
の

や
野や

菜さ
い

、
加か

工こ
う

品ひ
ん

や
、
恵

め
ぐ
み

会か
い

会か
い

員い
ん

特と
く

製せ
い

の
焼や

き

ビ
ー
フ
ン
、
味み

噌そ

な
ど
の
食

し
ょ
く

品ひ
ん

、
手し

ゅ

工こ
う

芸げ
い

品ひ
ん

を
販は

ん

売ば
い

。

　

開か
い

拓た
く

者し
ゃ

と
し
て
渡と

伯は
く

し
、

ポ
語ご

を
覚お

ぼ

え
な
い
ま
ま
高こ

う

齢れ
い

化か

し
た
一い

っ

世せ
い

に
日に

本ほ
ん

語ご

で
交こ

う

流り
ゅ
うす
る
場ば

を
提て

い

供き
ょ
うす
る
た
め
、

玉た
ま

置き

さ
ん
、
輪わ

湖こ

さ
ん
ら
有ゆ

う

志し

が
１
９
９
３
年ね

ん

に
恵

め
ぐ
み

会か
い

を

設せ
つ

立り
つ

し
た
。

　

近き
ん

年ね
ん

で
は
、
ダ
ン
ス
グ
ル

ー
プ
「
ダ
ン
サ
・
セ
ニ
ョ
ー

ル
」
を
結け

っ

成せ
い

し
、
指し

導ど
う

者し
ゃ

の

下も
と

で
参さ

ん

加か

者し
ゃ

が
ダ
ン
ス
を
覚お

ぼ

え
、
地ち

域い
き

の
学が

っ

校こ
う

や
高こ

う

齢れ
い

者し
ゃ

施し

設せ
つ

で
披ひ

露ろ
う

。
他ほ

か

に
、
体た

い

操そ
う

や
ゲ
ー
ム
、
音お

ん

楽が
く

を
楽た

の

し
む

集あ
つ

ま
り
を
定て

い

期き

的て
き

に
開か

い

催さ
い

し

た
り
、
障し

ょ
う
が
い
を
抱か

か

え
る
高こ

う

齢れ
い

者し
ゃ

向む

け
に
、
言げ

ん

語ご

・
理り

学が
く

　
コ
ジ
ロ
ー
出

し
ゅ
っ

版ぱ
ん

の
ブ
ラ
ジ
ル

情じ
ょ
う

報ほ
う

誌し

『
月げ

っ

刊か
ん

ピ
ン
ド
ラ
ー

マ
』
６
月が

つ

号ご
う

が
出

し
ゅ
っ

版ぱ
ん

さ
れ
た
。

　

今こ
ん

月げ
つ

号ご
う

初は
つ

掲け
い

載さ
い

の
「
サ
ラ

には、水
すい

道
どう

管
かん

からしたたれる水
みず

が凍
こお

って、ツララになっ
ている様

よう

子
す

が写
うつ

っていた。
　写

しゃ

真
しん

説
せつ

明
めい

にはなんと「今
け

朝
さ

（５日
か

）は氷
ひょう

点
てん

下
か

２・８度
ど

でした」
とのこと。いわゆる「ブラジル」らしくない光

こう

景
けい

だが、これもブ
ラジル。それゆえに、当

とう

地
ち

で一
いち

番
ばん

遅
おそ

い桜
さくら

祭
まつ

りがラーモスでは開
かい

催
さい

される。（深
ふか

）

長ち
ょ
う

ら
役や

く

員い
ん

と
昼

ち
ゅ
う

食し
ょ
く

会か
い

も
開ひ

ら

き
、
翌よ

く

８
日か

に
は
ジ
ャ
イ
ー

ル
・
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うと

も
面め

ん

会か
い

。
笹さ

さ

川が
わ

氏し

が
「
伯は

っ

国こ
く

は
世せ

界か
い

で
２
番ば

ん

目め

に
ハ
ン
セ

ン
病

び
ょ
う

患か
ん

者じ
ゃ

が
多お

お

く
、
啓け

い

発は
つ

活か
つ

動ど
う

が
必ひ

つ

要よ
う

」
と
伝つ

た

え
る
と
、

同ど
う

大だ
い

統と
う

領り
ょ
うは
す
ぐ
さ
ま
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
を
取と

り
出だ

し
、

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の
ラ
イ
ブ

配は
い

信し
ん

で
「
ハ
ン
セ
ン
病び

ょ
う

の
対た

い

策さ
く

に
取と

り
組く

む
」
と
語か

た

り
か

け
、
同ど

う

席せ
き

し
て
い
た
外が

い

務む

大だ
い

臣じ
ん

、
保ほ

健け
ん

大だ
い

臣じ
ん

ら
に
も
コ
メ

ン
ト
を
求も

と

め
た
と
か
。
過か

去こ

に
、
同ど

う

財ざ
い

団だ
ん

か
ら
援え

ん

協き
ょ
うへ
多た

額が
く

の
寄き

付ふ

が
何な

ん

度ど

も
行お

こ
な

わ
れ

て
き
た
。
今こ

ん

後ご

も
伯は

っ

国こ
く

へ
の

支し

援え
ん

活か
つ

動ど
う

が
続つ

づ

く
こ
と
を
期き

待た
い

し
た
い
と
こ
ろ
。

水す
い

道ど
う

管か
ん

か
ら
３
０
セ
ン
チ
の
ツ
ラ
ラ
が
垂た

れ
下さ

が
っ
た
様よ

う

子す

　

夫お
っ
と
の
仕し

事ご
と

の
関か

ん

係け
い

で
ブ
ラ

ジ
ル
駐

ち
ゅ
う

在ざ
い

中ち
ゅ
うの
中な

か

村む
ら

八は
ち

大だ
い

の

娘む
す
め

Ａ
さ
ん
（
匿と

く

名め
い

希き

望ぼ
う

）
も

会か
い

場じ
ょ
うに
駆か

け
つ
け
、「
父ち

ち

は

ブ
ラ
ジ
ル
が
大だ

い

好す

き
で
し
た
。

こ
の
曲き

ょ
く
は
初は

じ

め
て
聞き

き
ま
し

た
が
、
父ち

ち

の
そ
ん
な
ブ
ラ
ジ

ル
へ
の
想お

も

い
が
込こ

め
ら
れ
た
曲

き
ょ
く

だ
と
感か

ん

じ
ま
し
た
」
と
し
み

じ
み
語か

た
っ
た
。

　

６
７
年ね

ん

１
０
月が

つ

、
中な

か

村む
ら

八は
ち

大だ
い

が
リ
オ
国こ

く

際さ
い

ポ
ピ
ュ
ラ
ー

音お
ん

楽が
く

祭さ
い

に
来ら

い

伯は
く

し
、
そ
の
足あ

し

で
来ら

い

聖せ
い

し
て
シ
ネ
・
ニ
ッ
ポ
ン

（
現げ

ん

愛あ
い

知ち

県け
ん

人じ
ん

会か
い

館か
ん

）
で
日に

遠え
ん

方ぽ
う

か
ら
続ぞ

く

々ぞ
く

と
参さ

ん

加か

で
熱ね

っ

気き

「
父ち

ち

は
伯ブ

ラ

国ジ
ル

大だ
い

好す

き
だ
っ
た
」

ン
な
ど
の
様さ

ま

々ざ
ま

な
花か

卉き

類る
い

や

園え
ん

芸げ
い

用よ
う

品ひ
ん

を
販は

ん

売ば
い

。
ま
た
、

「
世せ

界か
い

の
味あ

じ

」
を
花は

な

で
表ひ

ょ
う

現げ
ん

ア
ル
ジ
ャ
ー
花は

な

祭ま
つ

り
１
７
日に

ち

か
ら

ペ
レ
イ
ラ
・
バ
レ
ッ
ト
で

恵め
ぐ
み

会か
い

祭ま
つ

り
を
１
７
日に

ち

に
開か

い

催さ
い

「
今こ

年と
し

も
千せ

ん

種し
ゅ

類る
い

の
花か

卉き

類る
い

を
販は

ん

売ば
い

す
る
予よ

定て
い

。
皆み

な

さ
ん

に
楽た

の

し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う

に
毎ま

い

週し
ゅ
う

飾か
ざ

り
付つ

け
も
直な

お

し
て

る
。
ぜ
ひ
遊あ

そ

び
に
来き

て
く
だ

さ
い
」
と
来ら

い

場じ
ょ
うを
呼よ

び
か
け

た
。

　

入
に
ゅ
う

場じ
ょ
う

料り
ょ
うは
３
０
レ
ア
ル

（
前ま

え

売う

り
２
４
レ
）、
８
歳さ

い

以い

下か

は
無む

料り
ょ
う、
６
０
歳さ

い

以い

上じ
ょ
うと
学が

く

生せ
い

は
半は

ん

額が
く

。
駐

ち
ゅ
う

車し
ゃ

場
じ
ょ
う

は
２
０
レ
。
開か

い

会か
い

式し
き

は
１
７

日に
ち

午ご

前ぜ
ん

９
時じ

半は
ん

か
ら
。

　

チ
ケ
ッ
ト
は
聖せ

い

市し

リ
ベ

ル
ダ
ー
デ
区く

の
高た

か

野の

書し
ょ

店て
ん

他ほ
か

、
販は

ん

売ば
い

所じ
ょ

を
各か

く

地ち

に
設せ

っ

置ち

し
て
い
る
。
詳く

わ

し
く
は
サ

イ
ト
（w

w
w

.aflo
rd

.
co

m
.b

r

）
を
参さ

ん

照し
ょ
う。
問と

い

合あ
わ

せ
は
、
同ど

う

会か
い

（
１
１
・
４ 

６
５
５
・
３
０
０
６
／

４
２
２
７
）
ま
で
。

（７） ２０１９年第５２９８号 	 ８月	 ６日	（火曜日）

開
かい

幕
まく

式
しき

で挨
あい

拶
さつ

する上
うえ

野
の

会
かい

長
ちょう

昨
さく

年
ねん

の様
よう

子
す

。毎
まい

回
かい

手
て

の込
こ

んだ展
てん

示
じ

が楽
たの

しめる（提
てい

供
きょう

写
しゃ

真
しん

）

熟じ
ゅ
く

連れ
ん

芸げ
い

能の
う

祭さ
い

で
コ
ロ
ニ
ア
名め

い

曲き
ょ
く

再ふ
た
た

び

　
『
第だ

い

４
３
回か

い

熟じ
ゅ
く

年ね
ん

ク
ラ
ブ

芸げ
い

能の
う

祭さ
い

』
の
開か

い
か
い会
式し

き

で
ブ
ラ

ジ
ル
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

福ふ
く

祉し

協き
ょ
う

会か
い

の

林は
や
しま
ど
か
副ふ

く

会か
い

長ち
ょ
うは
、
禅ぜ

ん

語ご

「
老ろ

う

松し
ょ
う

風ふ
う

心し
ん

清き
よ
し」（
老お

い
た
松ま

つ

に
吹ふ

く
風か

ぜ

は
清き

よ

ら
か
に
感か

ん

じ
が
渡わ

た

さ
れ
た
。

　
「
友ゆ

う

人じ
ん

が
出で

る
の
で
初は

じ

め
て

見み

に
来き

た
」
と
い
う
来ら

い

場じ
ょ
う

者し
ゃ

の
山や

ま

本も
と

綾あ
や

子こ

さ
ん
（
７
７
、

二に

世せ
い

）
は
「
御お

年と
し

の
方か

た

が

こ
れ
だ
け
踊お

ど

れ
る
の
は
ス
ゴ

イ
」
と
驚お

ど
ろい
て
い
た
。「
１
０

回か
い

以い

上じ
ょ
うき
た
」
と
い
う
常

じ
ょ
う

連れ
ん

の
来ら

い

場じ
ょ
う

者し
ゃ

、
北き

た

川が
わ

宏ひ
ろ

信の
ぶ

さ
ん

中な
か

村む
ら

八は
ち

大だ
い

の

娘む
す
め

気
き

合
あい

の入
はい

った股
また

旅
たび

モノを披
ひ

露
ろう

する高
こう

齢
れい

者
しゃ

月げ
っ

刊か
ん

ピ
ン
ド
ラ
ー

マ
８
月が

つ

号ご
う

配は
い

布ふ

中ち
ゅ
う

療り
ょ
う

法ほ
う

士し

を
招ま

ね

き
支し

援え
ん

活か
つ

動ど
う

を

行お
こ
な

っ
た
り
、
３
部ぶ

門も
ん

に
分わ

か

れ
て
活か

つ

動ど
う

を
行

お
こ
な
っ
て
い
た
。

　

昨さ
く

年ね
ん

、
恵

め
ぐ
み

会か
い

は
２
５
周

し
ゅ
う

年ね
ん

を
迎む

か

え
、
全す

べ

て
の
活か

つ

動ど
う

を
統と

う

合ご
う

、
１
２
月が

つ

１
５
日に

ち

に
「
高こ

う

齢れ
い

者し
ゃ

支し

援え
ん

協き
ょ
う

会か
い

・
恵

め
ぐ
み

会か
い

」
と

し
て
法ほ

う

人じ
ん

登と
う

録ろ
く

を
行

お
こ
な
っ
た
。

　

現げ
ん

在ざ
い

は
約や

く

７
０
人に

ん

が
活か

つ

動ど
う

に
参さ

ん

加か

し
て
い
る
が
、
会か

い

員い
ん

の
超

ち
ょ
う

高こ
う

齢れ
い

化か

に
伴と

も
な
い
、
活か

つ

動ど
う

場ば

所し
ょ

の
ブ
ラ
ジ
ル
聖せ

い

公こ
う

会か
い

・

　

７
月が

つ

３
１
日に

ち

付づ

け
の
６

面め
ん

「
佛ぶ

っ

教き
ょ
う

会か
い

が
開か

い

拓た
く

先せ
ん

亡ぼ
う

者し
ゃ

法ほ
う

要よ
う

＝
ロ
ン
ド
リ
ー
ナ
西に

し

本ほ
ん

願が
ん

寺じ

で
」の
記き

事じ

に
つ
い
て
、

「
真し

ん

言ご
ん

宗し
ゅ
うの
御ご

詠え
い

歌か

の
合が

っ

唱
し
ょ
う

が
行お

こ
な
わ
れ
た
」
と
の
内な

い

容よ
う

が

あ
っ
た
が
、
誤あ

や
まり
だ
っ
た
。
お

詫わ

び
の
上う

え

、
削さ

く

除じ
ょ

す
る
。

訂て
い

正せ
い

聖せ
い

ア
ン
ド
レ
教

き
ょ
う

会か
い

の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
整せ

い

備び

を
進す

す

め
て
お
り
、

寄き

付ふ

金き
ん

も
募つ

の

っ
て
い
る
。
恵

め
ぐ
み

会か
い

へ
の
寄き

付ふ

は
ブ
ラ
ジ
ル
銀ぎ

ん

行こ
う

（B
anco do B

rasil

）

の
当と

う

該が
い

口こ
う

座ざ

（A
g

ên
cia 

0
4

4
0

-5
 C

o
n

ta-C
o

r -
ren

te n

。2
4

.4
8

4
-8

）

ま
で
。

　

恵
め
ぐ
み

会か
い

祭ま
つ

り
に
関か

ん

す
る
問と

い

合あ

わ
せ
は
玉た

ま

置き

会か
い

長ち
ょ
う（
電で

ん

話わ

＝
１
８
・
９
９
７
７
４
・
８ 

２
３
８
）
ま
た
は
恵

め
ぐ
み

会か
い

（
Ｅ

メ
ー
ル
＝m

eg
u

m
ik

ai.
pbsp@

hotm
ail.com

）

ま
で
。

氷
ひょう

点
てん

下
か

２・８度
ど

のラーモス移
い

住
じゅう

地
ち

　９月
がつ

８日
か

に『第
だい

21 回
かい

ラー
モス桜

ざくら

祭
まつ

り』を予
よ

定
てい

している
ラーモス日

にっ

伯
ぱく

文
ぶん

化
か

協
きょう

会
かい

（小
こ

林
ばやし

雄
ゆう

二
じ

会
かい

長
ちょう

）では現
げん

在
ざい

、そ
の準

じゅん

備
び

が真
ま

っ最
さい

中
ちゅう

だ。会
かい

場
じょう

となる桜
さくら

公
こう

園
えん

には山
やま

桜
ざくら

が約
やく

１千
せん

本
ぼん

も植
う

えられている。今
こ

年
とし

は移
い

住
じゅう

地
ち

開
かい

設
せつ

55 周
しゅう

年
ねん

を
記
き

念
ねん

し、南
みなみ

三
さん

州
しゅう

では初
はじ

めての
専
せん

用
よう

の茶
ちゃ

室
しつ

を、今
こん

回
かい

は東
あずま

屋
や

の部
ぶ

分
ぶん

のみを当
とう

日
じつ

に落
らく

成
せい

す
る予

よ

定
てい

とか。
　ラーモス移

い

住
じゅう

地
ち

が所
しょ

在
ざい

す
るサンタカタリーナ州

しゅう

フレイ・
ロジェリオ市

し

は、今
こん

回
かい

の寒
かん

波
ぱ

で氷
ひょう

点
てん

下
か

を記
き

録
ろく

した。現
げん

地
ち

か
ら送

おく

られてきた写
しゃ

真
しん

来
らい

社
しゃ

した蒔
まき

田
た

会
かい

長
ちょう

、大
おお

坪
つぼ

副
ふく

会
かい

長
ちょう

　

毎ま
い

年と
し

約や
く

４
万ま

ん

人に
ん

が
訪お

と
ず
れ
る

人に
ん

気き

の
同ど

う

花は
な

祭ま
つ

り
。
今こ

年と
し

の

テ
ー
マ
は
「
世せ

界か
い

の
味あ

じ

」
だ
。

６
０
数す

う

人に
ん

の
生せ

い

産さ
ん

者し
ゃ

が
２
千せ

ん

平へ
い

米べ
い

の
会か

い

場じ
ょ
うで
、シ
ュ
ラ
ス
コ
、

回か
い

転て
ん

寿ず

司し

、
ボ
イ
ノ
ホ
レ
ッ
チ

（
牛う

し

の
丸ま

る

焼や

き
）
等な

ど

を
花は

な

で

表ひ
ょ
う

現げ
ん

し
彩い

ろ
どる
。
大お

お

坪つ
ぼ

満み
つ

次じ

副ふ
く

会か
い

長ち
ょ
う（
７
０
、
佐さ

賀が

県け
ん

）
は
、

「
３
カ
月げ

つ

が
か
り
で
準

じ
ゅ
ん

備び

し

て
い
る
ん
で
す
よ
」
と
い
う
。

　

直
ち
ょ
く

売ば
い

会か
い

場じ
ょ
うで
は
、
胡こ

蝶
ち
ょ
う

蘭ら
ん

、
シ
ン
ビ
ジ
ュ
ー
ム
、
デ
ン

　

汎は
ん

ズ
ッ
ト
ラ
花か

卉き

生せ
い

産さ
ん

者し
ゃ

協き
ょ
う

会か
い

（
Ａ
Ｌ
Ｆ

Ｏ
Ｒ
Ｄ
、
蒔ま

き

田た

勉つ
と
む

会か
い

長ち
ょ
う）
は
「
第だ

い

２
８
回か

い

ア
ル

ジ
ャ
ー
花は

な

祭ま
つ

り
」
を
１
７
、 

１
８
、２
４
、２
５
、３
１
、９

月が
つ

１
日た

ち

の
６
日か

間か
ん

、
ア
フ

ロ
ー
ド
展て

ん

示じ

会か
い

場じ
ょ
う（A

v. 
P

L
 d

o B
ra

sil, k
m

 
4

,5
, Fazenda V

elha, 
A

ru
ja

）
で
開か

い

催さ
い

す
る
。
時じ

間か
ん

は
午ご

前ぜ
ん

８
時じ

半は
ん

～
午ご

後ご

６

時じ

ま
で
。

日に

本ほ
ん

食し
ょ
く

等な
ど

の

販は
ん

売ば
い

や
、
日に

っ

系け
い

歌か

手し
ゅ

や
踊お

ど

り
、
太た

い

鼓こ

な

ど
の
シ
ョ
ー

も
。

　

案あ
ん

内な
い

で
来ら

い

社し
ゃ

し
た
蒔ま

き

田た

会か
い

長ち
ょ
う（
５
５
、

二に

世せ
い

）
と
大お

お

坪つ
ぼ

副ふ
く

会か
い

長ち
ょ
うは

ム
・
キ
ッ
チ
ン
」
で
は
、
シ
リ

ア
出し

ゅ
っ
し
ん身
の
サ
ラ
ム
・
ア
ル
サ

イ
ド
さ
ん
が
絶ぜ

っ

品ぴ
ん

の
ア
ラ
ブ

料り
ょ
う

理り

の
レ
シ
ピ
を
紹

し
ょ
う

介か
い

。
ま

た
同ど

う

書し
ょ

に
よ
れ
ば
、
伯は

っ

国こ
く

生せ
い

活か
つ

必ひ
っ

携け
い

の
書し

ょ

『
楽ら

く

々ら
く

サ
ン
パ

ウ
ロ　

２
０
１
９
―
２
０
２ 

０
年ね

ん

版ば
ん

』
が
、
８
月が

つ

中ち
ゅ
う

旬
じ
ゅ
ん

発は
つ

売ば
い

予よ

定て
い

。そ
の
他ほ

か

、グ
ル
メ
、

イ
ベ
ン
ト
、
求

き
ゅ
う

人じ
ん

情じ
ょ
う

報ほ
う

な
ど

が
掲け

い

載さ
い

さ
れ
て
い
る
。

　

同ど
う

書し
ょ

は
日に

っ

系け
い

書し
ょ

店て
ん

、
日に

本ほ
ん

食し
ょ
く

材ざ
い

店て
ん

な
ど
で
配は

い

布ふ

中ち
ゅ
う。

問と

い
合あ

わ
せ
は
同ど

う

出し
ゅ
っ

版ぱ
ん

社し
ゃ

（
電で

ん

話わ

＝
１
１
・
３
２
７
７
・
４ 

１
２
１
）
ま
で
。

（
８
２
、
滋し

賀が

県け
ん

）
は
「
僕ぼ

く

も
以い

前ぜ
ん

２
、３
回か

い

出で

た
こ
と
あ

る
。
今い

ま

は
会か

い

場じ
ょ
う

設せ
つ

営え
い

の
手て

伝つ
だ

い
を
兼か

ね
て
き
て
い
る
。
今こ

ん

回か
い

は
８
０
歳さ

い

以い

上じ
ょ
うの
股ま

た

旅た
び

モ

ノ
の
気き

合あ
い

の
入は

い

り
方か

た

に
目め

を

見み

張は

っ
て
い
る
」
と
感か

ん

心し
ん

し
て

い
た
。



Em uma corrida 
emocionante, o inglês  
Lewis Hamilton da 
Mercedes venceu 
Grande Prêmio da 
Hungria de F-1.
As Mercedes tiveram 
problemas com um 
toque no aerofólio 
dianteiro de Bottas no 
início da corrida e uma 
parada inesperada de 
Hamilton na volta 52.
Na largada, Max 
Verstappen manteve 
a ponta com Valtteri 
Bottas tentando 
ultrapassá-lo na 
primeira curva com 
uma freada forte, tendo 
Lewis Hamilton ao seu 
lado.
Verstappen saiu da 
curva 1 na ponta, com 
Bottas e Hamilton lado 
a lado nas curvas 2 e 
3, sendo que o inglês 
acabou ultrapassando 
seu companheiro de 
equipe.
Em seguida, Charles 
Leclerc foi para cima 
de Bottas e tomou a 
posição do finlandês.
Na ultrapassagem, 
Leclerc deu uma 
fechada em cima de 
Bottas e danificou 
a parte direita do 
aerofólio dianteiro. 
Com o aerofólio 
balançando Bottas teve 
de parar na 5ª volta 
para trocar o bico do 
carro e aproveitou para 
trocar os pneus pelos 
médios, voltando na 
última posição (20º).

Amauri Teruo Yamazaki – São Paulo – SP      aty@globo.com

AUTOS
Hamilton vence o Grande 
Prêmio da Hungria de F-1 
com Verstappen em segundo

Verstappen seguia 
na liderança com 
uma vantagem de 
2,3 segundos sobre 
Hamilton, quando a 
partir da 20ª volta 
começou a reclamar de 
falta de aderência. Na 
25ª volta, Verstappen 
parou para a troca 
de pneus e colocou 
compostos duros.
Hamilton foi avisado 
pela equipe da parada 
de Verstappen e 
apertou o ritmo para 
aumentar a vantagem 
para tentar voltar a 
frente do holandês 
após a troca de pneus, 
que aconteceu na 30ª 
volta.
Porém, a Mercedes 
demorou 4 segundos 
na troca de pneus e 
Verstappen voltou à 
frente de Hamilton com 
uma vantagem de 2 
segundos.

Com pneus duros, a 
Mercedes de Hamilton 
estava mais rápida 
que a Red Bull de 
Verstappen e o inglês 
chegou rapidamente 
no líder estudando 
o melhor ponto de 
ultrapassagem.
Na volta 39, Hamilton 
tentou a ultrapassagem 
sobre Verstappen após 
a reta dos boxes e os 
dois pilotos fizeram 
a curva 1, 2 e 3, lado 
a lado, sendo que na 
curva 3, Hamilton 
acabou saindo a 
pista, mas conseguiu 
voltar logo atrás de 
Verstappen.
Após a saída de pista, 
Hamilton poupou o 
carro e depois começou 
a pressionar o holandês.
Atrás, vinham Leclerc, 
Vettel, Sainz, Gasly, 
Raikkonen, Norris, 
Bottas e Ricciardo.
Na volta 49, a Mercedes 
mandou Hamilton 
parar nos boxes e 
trocar os pneus o que 
surpreendeu a todos. 
Pelo rádio a Mercedes 
informava ao inglês 
que acreditava que 
Verstappen chegaria 
ao final com pneus no 
limite.
A diferença entre 
Verstappen e Hamilton 
era de 19 segundos.
Na volta 66, Hamilton 
já estava a apenas 
0,9 segundos de 
Verstappen e a Red Bull 
informava o holandês 
que ele podia utilizar 

ブラジル・ニッサンが、世界で最も販売されている
電気自動車「リーフ」の販売を開始

Em uma corrida bastante disputada Hamilton ultrapassou 
Verstappen faltando 3 voltas para o final da prova

日本の自動車メーカーが競争の先頭に立ち、自宅充電キッ
トを含む車両価格１９万５０００レアルでリーフを販売

Nissan do Brasil começa a vender 
o Leaf, o automóvel elétrico 

mais vendido do mundo

Nissan Leaf chega ao Brasil ao preço de R$ 195.000,00 
incluso a instalação do kit de recarga da bateria de fábrica na 
casa do proprietário.

 ANO XXII  –  Nº 5298 SÃO PAULO, TERÇA-FEIRA, 6 DE AGOSTO DE 2019 R$ 4,00

Max Verstappen da Red Bull Honda largou na pole e manteve a primeira posição após a largada.

O inglês Lewis Hamilton conquistou sua 81ª vitória na F-1. 
Agora está a apenas 10 do recorde de Michael Schumacher.

Verstappen e Hamilton se cumprimentam após a corrida.
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a potência máxima 
do motor Honda para 
resistir aos ataques do 
inglês.
Na volta 67, Hamilton 
abriu a asa e ultrapassou 
Verstappen por fora ao 
final da reta dos boxes.
Na volta seguinte 
Verstappen parou nos 
boxes para a troca de 
pneus colocando pneus 
macios tendo feito 
o melhor tempo da 
corrida.
Em seguida, Vettel 
ultrapassou Leclerc e 
conquistou a terceira 
posição.
No final, Hamilton 
conquistou sua 81ª 
vitória na categoria 
rumo a conquista do 
hexacampeonato de 
pilotos da categoria.

Com a vitória agora 
faltam apenas 10 
conquistas para igualar 
ao recorde de Michael 
Schumacher, com 91.

Próxima corrida: 1 
de setembro –  GP da 
Bélgica de F-1

　２０１８年にサンパウロ
市で開催されたモーターシ
ョーで、ブラジル・ニッサン
は２代目リーフを発表した。
　リーフは１００％の電気
自動車で、初代モデルは２
０１０年に発表された。
　ブラジルに輸入されるモ
デルは、イギリスのニッサン
工場で生産されており、世界
５０ヶ国で販売されている。
　アメリカでの航続サイクル
では２４０キロに達し、世
界で最も販売されている事
から、リーフは世界的に認知
されるようになっている。
　２０１９年初頭に車両価
格が初めて発表された時に
は１７万８０００レアルだ
ったが、自宅充電キットは含
まれていなかった。
　ブラジル・ニッサンのマル
コ・シルバ社長は、この価格
が少数向けである事を認め
つつも、国内におけるこのモ
デルの将来に関して楽観視
している。同社長によると、
同メーカーの調査では、この
モデルで往復平均７０キロ
通勤した場合、同じ中型車
の燃料自動車と比較して、節
約費は年間で１万レアルに
達する可能性があるという。
　この節約費には、燃料費
だけでなく、この電気自動車
の低メンテナンスコストも含
まれている。ニッサンによる
と、同じ中型セダンよりもさ
らに３０％安いという。
　リーフは、出力１４９馬力

で、トルクは圧倒的な３２・
６ｋｇｆｍを発揮する電気
モーターを使用している。初
代モデルとの比較では、出
力で３７％、そしてトルクで
は２６％向上した。
　全ての電気自動車は、燃
焼エンジンの場合のように
最高回転数を達成するため
にエンジンの回転数を上げ
る必要がないため、アクセル
を踏むとすぐにトルクを発
揮する。
　ドライバーは、３種類の走
行モードを選択できる。
　エコ – エンジンの性能を
制限するため、エネルギー
を節約する。
　B – パワーを犠牲にする
事なく、バッテリーをより速
く充電するさらにパワフルな
回生ブレーキを利用

　D – 電気モーターで最大
出力を発揮する通常運転モ
ード
　急速充電スポットでは、４
０分でバッテリーの８０％
を充電する。ニッサンにより
提供される自宅充電キット
の６・６ＫＷウォールボック
ス（車両価格に含む）では、
８時間で充電完了する。
　通常のコンセントでは、
バッテリーを完全に充電す
るのに２０〜４０時間かか
る。
　 内 装 の マ ル チ メ デ
ィ ア 画 面 は ８ イ ン チ
で、Waze、Spotify、Deezer、
グーグルマップ、ワッツアッ
プ、カープレイ、そしてアンド
ロイド・オートなどのアプリ
ケーションを使用できる。
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